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午前１０時００分 開議

◎開議宣告

○議長（古舘繁夫君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１２名であります。

定足数に達しておりますので、これから平成

２５年第３回美幌町議会定例会第２日目の会

議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（古舘繁夫君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の

規定により、５番早瀨仁志さん、６番松浦和

浩さんを指名します。

─────────────────────

◎諸般の報告

○議長（古舘繁夫君） 諸般の報告を行いま

す。

諸般の報告につきましては、事務局長から

報告させます。

○事務局長（馬場博美君） 諸般の報告を申

し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配付

しております議事日程のとおりであります。

朗読については、省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条第１項の規定

に基づく出席説明員につきましては、第１日

目と同様でありますので、御了承願います。

なお、沖田教育委員会委員長、本日午後以

降欠席の旨、届け出がありました。

以上で諸般の報告を終わります。

─────────────────────

◎答弁の訂正

○議長（古舘繁夫君） 昨日１８日、午後の

松浦議員の一般質問において、農業委員会事

務局長より答弁を訂正したいとの申し出があ

りましたので、これを許します。

農業委員会事務局長。

○農業委員会事務局長（岩田憲次君） 昨日

の松浦議員に農業委員会での農地取り扱いに

ついての一般質問の中で、町外者が所有する

農地を土地改良事業で農地を改良を行った場

合、町の負担金は美幌町が負担するかの質問

で、美幌町が負担すると答弁いたしました

が、美幌町が負担はいたしますが、町外者が

居住する自治体から負担金として徴収してい

ることに訂正をさせていただきます。

大変、申しわけございませんでした。

─────────────────────

◎日程第２ 一般質問

○議長（古舘繁夫君） 日程第２ 昨日に引

き続き、一般質問を行います。

通告順により発言を許します。

８番岡本美代子さん。

○８番（岡本美代子君）〔登壇〕 私は、さ

きに通告しておきました２点、３項目につい

て質問させていただきます。

１点目、若い世代に対する健康づくりにつ

いてです。

その中の１点目といたしまして、妊娠に関

する意識啓発についてです。

妊娠に関する意識啓発について、ここ数

年、卵子の老化が騒がれています。昨年１２

月にＮＨＫで産みたいのに産めない、卵子劣

化の衝撃が放送されて以来、さまざまなメ

ディアで卵子の老化が取り上げられるように

なり、妊娠のための活動を示す妊活という言

葉も目にするようになりました。

女性が第一子を産む平均年齢は上昇傾向に

あり、２０１１年は３０.１歳であったとの

報告で、年齢を重ねるほど妊娠しづらくな

り、リスクも高くなることは事実であるとの

ことです。

２０１４年度から学習指導要領の改訂に

伴って、高校２年生を対象に妊娠に関する教

育の充実が図られ、内容は加齢による妊娠率

の低下や不妊、ライフプランに結婚、妊娠、

出産を組み込むことへの重要性について指導

するようになり、不妊についてのコラムや死

産率のデータなどが入る教科書もあるといい

ます。
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内閣府の少子化対策を議論する作業部会で

提案していた「命と女性の手帳」の導入は二

転三転した後、見送りとなりました。手帳は

１０代から２０代の女性を対象に妊娠や出産

についての情報提供、意識啓発を行い、３０

代半ばまでの妊娠、出産を人生設計に組み込

んでもらおうというねらいでしたが、見送り

となってしまいました。

私は、女性手帳の是非はさておき、女性が

より安心して出産できる年齢には限りがあ

り、不妊治療に入ってから初めて重い課題を

突き付けられることに対して若い時期から健

康教育の一つと捉えて情報を提供する機会が

なくてはと考えていました。

少子化対策というだけの視点ではなく、女

性により充実した人生を送っていただくため

にも女性に対する情報の提供の機会をどう考

えていくのかお考えがあればお聞かせくださ

い。

２点目といたしまして、子宮がん検診につ

いてです。

平成２３年１１月から平成２５年１月まで

に女子中高生の延べ５４８万人が子宮頸がん

ワクチンの接種を受けていると言われており

ます。

小学６年から高校１年の女子に対して、計

３回の筋肉注射で子宮で子宮がんを起こす約

１５種類あるウイルスの中でワクチンが効く

のは２種類で、子宮頸がんワクチン全体の５

から７割と言われており、検診を受けて早期

発見することが何より大切だと言われており

ます。

平成２１年の国立がん研究センターがん対

策情報センターの調査では、子宮頸がんの発

病は２０代から始まり、３０代が発病のピー

クであるとの報告です。町のがん検診では２

０歳以上を対象としていますが、町内には産

婦人科がなく、検診時を除いては北見、網走

の病院でということになりますが、平成２３

年、２４年の子宮がん検診の年代別人数はど

うなっているかお知らせください。

また今後、検診の受診率向上についてどの

ように考えているかお考えがあればお聞かせ

ください。

３点目、乳がん検診についてです。

女性の１６人に１人が乳がんになると言わ

れています。町では、乳がん検診を行ってお

り、国保病院では新たなマンモグラフィーを

導入するなど、町内での検診体制は充実して

います。

日本乳がん学会の研究班が母親ら家族が乳

がんになった日本女性２６０人の遺伝子を調

べたところ、３割の人は乳がんや卵巣がんの

リスクを高める変異があることがわかり、変

異があるとがんリスクが高い遺伝性乳がん、

卵巣がん症候群と診断され、通常より１０歳

以上若い４５歳未満で発症する人が多いとい

います。

町の乳がん検診では、３５歳以上が対象と

なり、２年に１回を受診間隔としています

が、母親ら家族に乳がんになった女性に対す

る検診の啓発などをどのように考えているか

お考えがあればお聞かせください。また、平

成２３年４月から２４年３月と平成２４年４

月から平成２５年３月までの年代別乳がん検

診の実績をお知らせください。

続きまして、２項目めの小学校のトイレ洋

式化についてです。

１点目といたしまして、学校での排せつで

きる環境づくりについてです。

平成２５年度美幌・東陽・旭各小学校のト

イレを洋式化する工事を決定いしました。全

国的には学校のトイレの洋式化はまだまだ進

んでおらず、３校同時に洋式化になることは

非常に喜ぶべきことと考えています。

小林製薬が平成２４年６月に全国の小学生

を対象に調査したところ、約３割の児童が学

校でうんちをしないと答え、４６.１％がう

んちを我慢したことがあると回答していま

す。我慢した理由のトップは「恥ずかしい」

が５３.７％ですが、２番目は「和式が苦

手」で３５.３％でした。うんちを我慢する

のは見過ごせない問題ですが、美幌町内の学

校に限って和式が苦手は解決できるわけで、
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恥ずかしいから学校ではしないという問題の

解決はトイレの洋式化に伴い排せつの重要性

を児童生徒に知らせることが大切ではない

か。学校では朝食後に排せつを済ませてから

登校することになっていると考えますが、毎

朝排せつするリズムが整わないときもありま

すが、誰もが学校でうんちができる取り組み

の機会ではないかと考えますが、お考えがあ

ればお聞かせください。

以上、３点、よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 岡本議員の

質問にお答えをいたします。

小学校のトイレの洋式化については、後ほ

ど教育委員会のほうから答弁をさせていただ

きたいと思います。

初めに、若い世代に対する健康づくりにつ

いて、妊娠に関する意識啓発についてです

が、美幌町の出生数は平成２３年度１６４

人、２４年度１５８人と１６０人前後を推移

しており、１人の女性が一生の間に産む子供

の数の指標とされる合計特殊出生率は、平成

２４年は全国が１.４１人で、美幌町は１.７

１人と全国に比べ高くなっております。

また、平成２４年度の出産時における母親

の年齢は２５歳から２９歳が３８％、次いで

３０歳から３４歳が２７.８％、３５歳以上

の方は３０人で１９％となっております。

さらに、妊娠届時の就業率は平成２４年度

で４３.７％となっており、仕事を持ちなが

ら妊娠、出産される方が増加している現状に

あり、望んだときに安心して出産や子育てが

できる環境づくりは大きな課題であると考え

ております。

女性にとって妊娠、出産は極めて重大なラ

イフイベントであり、女性が主体的に生き方

を選択すめためには、社会全体で多様な価値

観を認め合い、共存し、支え合えることが重

要であり、特に結婚観が子供を産む選択は個

人の尊厳として等しく尊重する姿勢が求めら

れております。

このため、美幌町では平成１９年１０月か

ら妊婦に緊急搬送が必要となった場合に、救

急車で搬送する「妊婦エントリーネット１１

９」や平成２１年１月から申請日現在の月齢

が２４カ月未満の乳幼児の保護者を対象に紙

おむつ用ごみ袋として美幌町指定ごみ袋を支

給する「エンゼルサポート１２０」、平成２

２年度からは町内に出産施設がないことによ

より、妊婦家庭にかかる負担を軽減するため

町外の医療機関において妊婦検診を受けた場

合、町が交通費を助成する「プレママサポー

ト１４」を実施しているほか、平成１６年度

から町立国保病院産婦人科が休診となったこ

とに伴い、母乳相談などに取り組んでいる

「母乳育児相談室ピア」に公共施設を無償貸

与しているところであります。

また、母子保健事業としましては、妊娠中

の異常の早期発見と経済的支援を目的に、妊

婦一般健康診査費用の助成を行うとともに、

保健師により妊娠届出時と妊娠中期に個別健

康相談や新生児の家庭訪問を行っておりま

す。

さらに、妊娠や子育ては女性だけでなく、

パートナーである男性の役割も重要であるこ

とから、妊婦教室や両親教室を１コース５回

の年３コースを開催し、父親が積極的に育児

に参加できるよう支援するなど、多様な取り

組みを実施しております。

このほか、将来、親となる若い世代が子供

や家族について考え、一人一人が家庭や子育

ての意義について理解を深めることは重要な

ことであることから、学校教育と連携を図

り、小学生や高校生に「命の学習」として健

康教育を実施しているところであります。

今後においても、男女の分け隔てでなく、

成長過程に見合った正しい性の知識を伝えて

いくとともに、妊娠、出産、子育ての希望が

実現できる環境づくりに努めてまいりたいと

考えております。

子宮がん検診について、美幌町のがん検診

は国の健康増進事業実施要領により実施して

おり、子宮頸がん検診はしゃきっとプラザで

実施する集団健診のほか、平成２１年度より
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国の緊急経済対策としてがん検診推進事業が

開始され、２０歳から４０歳まで５歳ごとの

節目年齢の方に無料クーポンを送付し、北見

市の３医療機関と網走市の１医療機関におい

て受診できる体制となっております。

平成２３年度の子宮頸がん検診の年齢別受

診者数は２０歳代から３０歳代が１５５人、

４０歳代が１０６人、５０歳代が４４人、６

０歳代が９０人、７０歳代が４０人、８０歳

代が１人の合計４３６人で、平成２４年度は

２０歳代から３０歳代が１７８人、４０歳代

が８８人、５０歳代が５３人、６０歳代が１

０８人、７０歳代が４５人、８０歳代が６人

の合計４７８人と、前年比４２人の増となっ

ております。

町では年２回、検診周知のための折り込み

チラシを配布するほか、過去２年間、未受診

者に受診勧奨を行い、受診率の向上を図って

おります。

さらに平成２４年３月に実施した美幌町第

Ⅱ期健康増進計画アンケート結果の中で、検

診を受診しない理由の一つとして、料金が高

いとの回答が寄せられたこともあり、２４年

度１,５００円であったものを、２５年度は

５００円とし、自己負担の軽減を図っており

ます。

検診が受診しやすい体制を確保するととも

に、広報、ホームページなどにおいて検診受

診の重要性を普及啓発することにより、受診

率の向上を図ってまいりたいと考えておりま

す。

乳がん検診につきましては、子宮頸がん検

診と同様にしゃきっとプラザで実施する集団

健診のほか、国保病院にマンモグラフィが設

置されたことにより、平成２４年度から個別

検診が受診できる体制となり、受診者の利便

性確保が図られております。

また、平成２１年度に開始されたがん検診

推進事業により、４０歳から６０歳まで５歳

ごとの節目年齢の方に無料クーポンを送付

し、北見市の３医療機関と網走市の１医療機

関でも受診できる体制となっております。

平成２３年度の乳がん検診の年齢別受診者

は２０歳代から３０歳代が２２人、４０歳代

が１５６人、５０歳代が１４２人、６０歳代

が１５０人、７０歳代が５０人、８０歳代が

２人の合計５２２人で、平成２４年度は２０

歳代から３０歳代が２１人、４０歳代が９１

人、５０歳代が７０人、６０歳代が１０８

人、７０歳代が３５人、８０歳代が１人の合

計３２６人と、前年比１９６人の減となって

おり、この理由としては国保病院で随時受診

が可能になったことなどが考えられます。

国立がん研究センターがん対策情報セン

ターの情報によりますと、乳がんは女性に最

も多いがんの一つで、４０歳から５０歳の乳

がん発生率は、この２０年間で約２倍に増加

しています。また、遺伝性腫瘍の家系であっ

ても、乳がんが発症するか否かは区別がつか

ない場合があるとのことから、日ごろより注

意深く観察し、定期的に受診することが大切

であり、乳がんは早期に発見されれば治る確

率が高いがんでもあります。

町では年２回、検診周知のための折り込み

チラシを配付するほか、過去２年間、未受診

者に受診勧奨を行い、受診率の向上を図って

おります。さらに、受診料金を２４年度は５

０歳以上が１,５００円であったものを２５

年度は５００円に、３５歳から４９歳までが

１,８００円であったものを６００円とし、

受診者の自己負担軽減を図っており、今後も

広報、ホームページなどにより検診受診の必

要性や重要性を普及啓発するとともに、個別

通知などにより繰り返し勧奨し、受診率の向

上に努めてまいりたいと考えております。

以上、御答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（平野浩司君）〔登壇〕 岡本議員

の質問に御答弁させていただきます。

学校での排せつできる環境づくりについて

ですが、子供の健全な成長、発達を促するに

は食事と排せつは欠かせないテーマでありま

す。
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このため、小学校では体育科の保健分野に

おきまして食育の観点を踏まえつつ、健康的

な生活習慣の大切さを指導するとともに、道

徳の時間では望ましい生活態度と生活リズム

の重要性について指導しています。

日常生活においては、朝食をとること、野

菜を取り入れた栄養バランスに注意するな

ど、食生活を重視する傾向にありますが、子

供の健康を考えたとき、食生活に加えて生活

習慣と排せつについても正しい知識を持つこ

とが必要と考えます。

特に、発達段階から見ると小学生の高学年

は思春期に向かう時期でありますので、心と

体の調和に配慮することが求められます。恥

ずかしさの感情を大切にしつつ、かつ排便は

生理的なもので、我慢すべきことではないこ

とを明確に伝えていかなければなりません。

このため、保健室の先生である養護教諭が

日々の保健指導を行う中で、排便の大切さ、

当たり前の生理現象であることを教えている

ところです。

一方、排便は日常生活行動を通しての習慣

づけであり、保護者の理解と協力が不可欠で

す。バランスのとれた食事、適度な運動、十

分な睡眠という基本的な生活習慣を身につけ

ることが健やかな成長へと結びつきます。

小学校のトイレ洋式化を機に、排便を生活

リズムの一部として受け入れるよう、学校生

活全般を通して指導するとともに、生活習慣

の乱れを防ぐためにも各家庭に生活リズム

チェックシートの活用を働きかけるなど、家

庭と連携した取り組みを取り進めてまいりま

す。

以上、御答弁させていただきましたので、

よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） それでは、若い女

性に対する健康づくりのほうから入ってまい

ります。

妊娠に関する意識啓発についてです。厚生

労働省は６月５日に２０１２年の人口動態統

計を発表し、２０１２年に産まれた赤ちゃん

の数は過去最少の１０３万７,０００人とな

り、出生率は１.４１で、前年比０.０２ポイ

ント増加しましたが、赤ちゃんの数は過去最

小であったとのことです。

美幌町は、１.７１人と全国に比べて高い

とのことですが、一時から比べて上がってい

ると考えられますが、１５８人と産まれる赤

ちゃんは減少してきています。

合計特殊出生率、１人の女性が生涯に産む

子供の数２.０以上だと総人口が維持できる

とされていますが、出生率が上向きになった

要素として厚労省は分母となる女性の数その

ものが減っていることに加え、４０歳前後で

の女性が子供が産む事例がふえたためと分析

しているようです。

母親の年齢階層別で、出生率を見ると２０

歳代は前半から１万６,２００人減ったのに

対し、３５歳から４４歳では８,７００人ふ

えていた、初めての赤ちゃんを産んだときの

母親の平均年齢は３０.３歳と前年より０.２

歳上がっていたとの報告です。

答弁の２４年の出産時における母親の年齢

は２５歳から２９歳が３８％、３０歳から３

４歳が２７.８％、３５歳以上の方は１９％

とのことで、全国平均から見ると出産年齢が

美幌町は低いのかなというふうに考えていま

す。

答弁では出産にかかる体制づくり、それか

ら子育て支援対策を多く述べていただきまし

たけれども、私も子育て支援センターができ

たり、各幼稚園の時間延長とか、それからＮ

ＰＯのいつでも、誰でも引き受ける保育園が

できてから、町内の子育て支援の条件という

か、体制づくりに私は非常に上がったという

ふうに考えています。

しかし、今回の質問では子供をつくる前の

妊娠に対しての知識という点について提案し

ていきたいと考えています。

答弁では、女性が主体的に生きる選択をす

るためには多様な価値観を認め合い、結婚観

や子供を産む選択には個人の尊厳として尊重



－ 54 －

する姿勢が求められるというふうに考えてい

ます。私もまさにそう考えています。

個人の生き方については、全くそのとおり

との考えですけれども、その一方で６月３日

に朝日新聞に投稿された札幌の女医さんが

「女性手帳は個人の生き方への介入だと言わ

れていますが、若い女性が出産、育児につい

て考える機会は乏しいのが現状で、私は５児

を育てつつ、嘱託で産婦人科医をしています

が、患者さんや友人が初産があと何年か若

かったらもっと子供を持てたのにという言葉

をよく聞く、若い世代に対する出産について

科学的知識を提供し、それを促す機会があっ

ても間違いはないでしょう」との声が載って

いました。

卵子の老化なんて誰も教えてくれなかった

との声も上がっています。私たちはもう産む

世代ではありませんけれども、私の娘が産む

世代なのですけれども、そういうことは私た

ちの話題の中にも上がっています。自分たち

は子供を産んだけれども、そういうことを知

識としては知らなかったよねという話をして

います。

１回目の質問にありましたように、その学

校の授業の中で妊娠に関する教育を取り入れ

ることで知識を提供されるようになる子はよ

いとしても、今現在、そういった教育をされ

ていない若い世代に対して何らかの対応が必

要ではないかと考えますが、そのところをも

う一度お聞きしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） １回目の答弁をさせ

ていただいていますけれども、やはりこの命

をどうつないでいくかということは、例えば

学校だとか、行政が何をすべきかということ

ではなくて、もちろん家庭を含めて総合的な

対策が必要ではないかなと、対策といったら

これまた女性に失礼な話なので、そういう環

境づくりをしなければなかなか難しいのでは

ないかなという思いでおります。

その中でも特に僕は男なのでよくわからな

いのですけれども、いろいろな本だとか、日

本古来の母親と娘の関係でいうと、例えば女

性が一定の大人への入り口をたたくと、家族

全員で赤飯を炊いてお祝いをするとか、そう

いう家庭の役割というか、伝統、風習という

ものも極めて大きいのではないかなと思って

います。

それで、女医さんの話もされていましたけ

れども、女性手帳についてもこれはいろいろ

な論議があって、国がやろうしていることに

対してちょっと疑問があるということで、今

年度いっぱい検討して、来年以降に計画を完

成させるというようなこともありますけれど

も、この中で言っている反対の意見も国家だ

とか、その社会から強制的に求められるのは

女性に対して非常にいろいろな思いがあると

いうようなことなので、まずは総合的な環境

づくりということがやはり大事ではないかな

と思っています。

教育だけでもだめですし、家庭でのそうい

う命をつなぐためにどうするかという親子の

関係といいますか、そういうことを極めて重

要ではないかなと思っていますので、行政が

できることもいろいろ今後についてもやって

いきたいと思いますし、総合的なことをやは

り推し進めていかなければいけないと思って

いますので、そういう取り組みも今後も横と

の連携をとりながらやっていきたいなと思っ

ております。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） まさにそういう、

町長、今おっしゃいましたけれども、その国

がまた産めを、ふやせよということに対する

反発があるということで、非常にデリケート

な問題ではあるかもしれませんけれども、先

ほど言いましたように科学的知識というかと

いう、そういうものに対しては、その知識を

与える、産みなさいといか、そういうことで

はない人間の体、女性の体全体の流れとして

そういう周知する機会があればなというふう

に私も考えています。

先ほど答弁のされた中で学校教育と連携を
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図りながら小学生、高校生に命の学習として

健康教育を実施している、今後も成長段階に

あった正しい性の知識を伝えていくとのこと

ですので、一定の理解をいたしましたけれど

も、先ほど繰り返しになりますけれども教育

に命の教育は、命の学習はもうやっているの

でしょうけれども、もうちょっと踏み込ん

だ、産めということではなくて、女性の体に

ついての新たな科学的なことがわかって、

今、マスコミでは非常に取り上げてられてい

ますけれども、なかなかそこまでいっていな

い親たち、若い娘さんたちにも重要なそれぞ

れのライフプランがあっても、女性の体とい

うのはこういうものなのですよというものを

知らせる機会をつくっていただきたいという

ふうに考えています。

これで、この項目は終わらせていただきた

いと思います。時間的なものもありますの

で、次に子宮がん検診について入っていきま

す。

子宮がん検診についての質問では、私は子

宮がんワクチンについて触れていますけれど

も、厚生労働省の検討会がこの質問を出した

後、１４日にワクチン接種の推奨を一時的に

積極的な勧奨を差し控えることを決め、自治

体から各家庭に対して接種の案内を控えるよ

う決定し、定期接種は継続するが積極的な接

種を進めないという、ちょっとわかりづらい

わけですけれども、希望者が無料で受けられ

る機会を残し、副反応に対する治療が必要に

なったり、後遺症が残った場合の救済制度は

従来どおり活用できる道筋は残してる、ワク

チン接種後に慢性的な体の痛みや体が不自然

に緊張して勝手に動くなど、重い後遺症が

残った全国子宮頸がんワクチン被害者連絡会

が結成されたことも報じられていましたの

で、私も若い娘さんを持つ親に、ちょうど前

日どうしたらいいのでしょうねというふう

に、もし不安があればワクチンより検診が大

切だそうですよとかという話をしたばかりの

次の日にこの報道があったわけで、特に希望

しない限り見送りとなり、ますます若い時期

からの検診が大切となったと考えているとこ

ろです。

子宮頸がんワクチンの中止について、町の

ほうにはどのような行動が今後、今現在とい

うか、今後求められるのか、現段階でわかる

ものがあればお聞かせください。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） きょうの北海道新聞

の社説にもちょっと出ていましたけれども、

今回の措置は接種は続けるけれども進めませ

んという、曖昧どころか、では現場はどうし

たらいいのと話ですよね。

一方で、ことし３月までに約２,０００件

の副作用が出ている、そのうち３６０件は重

篤な副作用が出ているという中で、どうして

こういう極めてわかりにくい通知を出してく

るのかなという思いなのですけれども、ただ

我々はそのそういう研究機関を持っていない

わけですから、やはりどこかの専門的な研究

機関のものを信じるしかないというようなこ

とで、この子宮頸がんのワクチン接種に随分

取り組んできたつもりであります。

その結果、こういうことが出ると非常に戸

惑うのですけれども、いずれにしろ子供た

ち、そして住民の皆さんのやはり健康と命を

守るという立場から、実は６月１４日の２時

ごろに北見保健所のほうから電話があったと

いうことであります。そして、夜中の１１時

４０分には定期接種の中止ではなくて、継続

するものの積極的な勧奨を差し控えるという

ことの電話連絡があったということでありま

す。

それで我々としては翌１５日の朝８時です

けれども、子宮頸がんワクチンの委託医療機

関６カ所にこういったことを周知してきた

と、それで確認作業の中で医療機関では今の

ところ接種予約がないということであります

けれども、いずれにしろどこで、どう起きる

かわからないものを中止ではないというよう

な言い方、我々、多分そういうことをしっか

り言って副作用ありますよという中で続けれ

というのも、なかなか難しいので、対応は非
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常に難しいと思いますけれども、先生方とも

相談もしながらやはり町民の皆さんの健康を

守る副作用のないというようなことを、やは

り防がないといかんと思っておりますので、

いろいろな情報を収集しながら対応するとい

うようなことになると思います。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 接種をしても５割

から７割、接種をしても検診を受けなければ

ならないというのは最初から言われていたこ

とですので、ここで町長も今おっしゃられた

ように、インフルエンザよりそれこそ多いよ

うな副反応を推奨することはできないという

ふうに、私も同じ考えです。

先ほど１回目の答弁の質問で言わせていた

だきましたように、子宮頸がんの発症年齢と

いうのは３０代だということで、２０代から

始まり、３０代だということで、美幌町の先

ほど答弁をいただきました２０代から３０代

に対して平成２４年は１７８人が検診を受け

ているということです。

私は次世代育成支援行動計画、これは２１

年度の実数から推計となった年代別、女性の

数というのを自分で割り出してみたのですけ

れども、２０代から３０代は大体、これは単

純に男女で割る２で割ったわけですけれど

も、２０代から３０代の女性というのは２,

１１２人いるのではないかというふうに推察

されます。

その中の子宮がん検診を受けたのは１７８

名ということで、もう一つ下がって４０代で

１,２５５人いる中で受けた方は８８人とい

うふうに自分なりにちょっと考えてみたので

すけれども、子宮がん、ほかのがんもそうな

のですけれども、海外と比べて日本は独特な

恥ずかしいという感情が強くて、それが子宮

がん検診率を下げているのではないかという

ふうなことを何かで読んだことがあります。

海外では８０％という受診率もあるというふ

うに書かれていました。

先ほども述べさせていただきましたが、や

はり２０歳から始まり、３０歳が発病のピー

クであれば、早い時期からの検診が必要であ

り、答弁では検診しやすい体制を確保すると

ともに、広報とかホームページで検診、受診

の重要性を普及、啓発し、受診率の向上を

図っていきたいとのことなのですけれども、

例えば成人の祝のときとか、それから娘さん

を持つ母親、それから祖母世代に対して呼び

かけも大切だと思いますけれども、こういう

ことは今もやっているかもしれませんけれど

も、今後また新たな取り組みを考えていまし

たらお知らせください。

○議長（古舘繁夫君） 健康推進主幹。

○健康推進主幹（佐藤和恵君） ただいまの

質問にお答えさせていただきます。

イベントと、この間のスマッピーの会場等

にお邪魔をいたしまして、検診のＰＲをして

受診を勧奨すると、各会議とか協議会とか、

そういったものの前段にお邪魔をさせていた

だいて、検診のＰＲをさせていただくと、あ

とは出前講座とか、そういった健康教室を

行ってございます。

こういう中でそれぞれの、いろいろな世代

の方がいらっしゃいますので、若い方から御

年配の方までいらっしゃいますので、そう

いった機会を捉えて随時、受診の勧奨をして

まいりたいと考えております。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） この間もスマッ

ピーのときに保健師さんとか、民生部の方が

一生懸命躍起になって健診者を捕まえていた

姿をよく見ていますので、一生懸命やってい

ただいているなというふうに感じています。

これで子宮がんのほうは終わらせていただき

ます。

次に、乳がんのほうなのですけれども、統

計で２３年度は５２２人だったのが、２４年

度では３２６人、これは国保病院で受けた方

がいるからではないでしょうかというふうな

答弁でしたけれども、国保病院でのマンモグ

ラフィの撮影人数は健診者で４９名、外来で
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の受診で２９名の８６名というふうになって

いるということです。

私は、このように検診でなくても直接、外

来に行って診察を受けられた方、国保病院、

または他の他市町ですね、外来で乳がん、子

宮がんもそうなのですが、ほかのがんもそう

なのですけれども、みずから行ってがん検診

を受けた方、この方々をカウントに入れると

いうのですか、そういう個人個人に対応して

いくという考えになれば、そういうみずから

自分で進んでいった方もある程度、把握でき

ないかなというふうに自分で考えています。

これは、住民の人がどれだけがん検診を受

けているかという、細かな把握ができるので

はないかという。これは個人情報というふう

な考えもありますけれども、住民が例えば住

民がみずから進んで、私はどこどこの病院で

がん検診を受けてきましたという情報を寄せ

ていただく、また今、メールや何かも使われ

る時代ですから、そういうふうにメールなん

かでそれを提供していく、情報を提供してい

ただく、そうすればもっと町民に対して細や

かな対応ができるのではないかというふうに

思っています。

答弁でありましたように２年間、検診を受

けていない方にお知らせをする、これほどや

はり細やかな対応をしているようですから、

そういうこと、私が今言ったようなことに

は、その取り組めないかどうか、その辺、も

しお考えがあればお聞かせください。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） あくまでも任意

でございますので、個人情報の関係もござい

ますので、その辺は配慮しながら進めてまい

りたいと思います。

一応、検診につきましては、その必要性、

重要性を普及啓発をして町民の皆様にお伝え

していくことを進めてまいりたいと考えてお

ります。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 数だけカウントす

ればいいということではなくて、例えば

ちょっと戻ってしまいますけれども子宮がん

の検診なんかは、妊娠のときにちゃんとがん

検診をしてくれる先生もいますので、実際、

町内の方々がどのくらいがん検診を受けられ

ているかという正確な数字をつかむことを今

後、考えていただきたいというふうに考えて

います。

先ほど答弁で部長が個人情報と言いました

けれども、こちらからではなくて、住民のほ

うから情報を寄せていただくような、住民も

協力し合いながらお互いの健康づくりをする

ということで、住民参加ということでは、そ

ういうことが今後、考えられないか、今後検

討していただきたいというふうに考えており

ます。

次に、学校の水洗トイレの洋式化に入って

まいります。

洋式化については、私の接した母親たちは

非常に喜んでいます。それと、その一部、

ウォシュレットつきに対しても本当によかっ

たとの声を受けております。

答弁で洋式化を機会に排便を生活のリズム

の一部として受け入れるよう指導するとあり

ましたが、そういう答弁ですので、大変、安

心しています。

その子供の性格にもよりますけれども、男

子の場合は個室に入るというふうな行動です

ので、やはり入りにくい子が実際にいます

し、和式なので我慢して帰ってきて途中でと

いうようなことも実際、聞いておりますの

で、その辺、ひやかしとかからかいからいじ

めに発展しないように、よい指導を今後期待

したいと思います。

先ほど質問にはありましたけれども、答弁

でありましたけれども、正しい生活のリズム

をつくる、生活習慣をつくるということはす

ごくもう私は学校の勉強より難しいなという

ふうに考えています。

それぞれ家庭の生活のサイクルみたいなの

もありますので、その中で生徒が正しい生活

習慣をつくるために新しくなられた教育長
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に、例えば新たな考えというか、こういうと

ころで訴えていきたいとか、そういうことが

ありましたら一言答弁していただきたいと思

います。

○議長（古舘繁夫君） 教育長。

○教育長（平野浩司君） 今回、トイレの洋

式化ということで御質問をいただいたという

ことで、私もいろいろな勉強をさせていただ

きました。

子供たちにとってやはり健康な、健全な発

達というか、そういう中では食事をとるこ

と、それから排せつをするということは、当

然、昔から言われてはいることなのです。

ただ、普段、私もそうですけれども排せつ

ということに対してきちっと考えたことは正

直、私はなかったのが事実です。

今回、こういう質問をいただいたことに

よって、どちらかというトイレというか、昔

から４Ｋではないですけれども、非常にくさ

いとか、きたないとか、それから暗くて恐ろ

しい、トイレをつくるというと大体北側に

あったりとか、そういうイメージが今はもう

やはり南側につくったり、明るくなってきて

いるという部分があって、当然、水洗化もこ

こまで進んできた中においては、ちょっとイ

メージが違っていると。

そういった中で、一番いいのは家庭の中で

全部、完結すればいいのでしょうけれども、

どうしても何かの理由で完結できなくて学校

に行ったと、では現実的にトイレ行きたいけ

れども、どうもくさいとか、和式でそういう

ところには行きたくないというイメージの部

分が今回、私どもで踏み切ったことが、ある

意味ではいい結果になるのかなというふうに

思っております。

再度、本当に今回の洋式化は本当にどうな

のかと、ちょっと自分なりにうちのスタッフ

とちょっといろいろと考えた中で、今回、も

たらす効果という部分であれば再三、岡本議

員から御指摘いただいている健康面からの環

境改善ということはまず一つ、絶対図れるな

ということであります。

そういう意味から、ぜひ子供たちにトイレ

にはやはり一つの空間として、やはりどんど

ん行っていただきたいという部分と今回、便

器を一部洋式もあったのですが、全部取りか

える形にしました。これはどういうことかと

いうと、従来の水の容量を大体１０リッター

から１３リッターを大体今の節水タイプ、大

体４.８ですから５リットル未満にすること

によって、本当にエコと環境保全というか、

そういうところに配慮するというか、この２

点は本当に重要なことだと思いよかったこと

だというふうに思っています。

ですから、その辺、単純にトイレに行きづ

らいということだけでなくて、実はそういう

ことをすることによって環境にもエコにも配

慮できるということをきちんとやはり子供た

ちにも伝えていきたいですし、やはり健康教

育ということを再度見直していきたいという

ことではあります。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 何回も言っていま

すように、日本人はやはり恥ずかしいという

独特な、それは悪くはないでしょうけれど

も、その感情がトイレで自分の音を消す「音

姫」なんていうものをつくったり、いまやこ

の間テレビでやっていたのですけれども、日

本のトイレというのは、日本中行っても世界

一だと言われています。それだけ環境が整っ

ているのです。

環境は整っているのだけれども、やはり恥

ずかしいという我慢してしまう、そこのとこ

ろの教育をこの機会に十分取り組んでいただ

いて、子供たちが軽い気持ちで、さわやかな

気持ちで学校で過ごせるような環境づくりに

ぜひ取り組んでいただきたいと思います。

これで、私の質問を終わらせていただきま

す。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、８番岡本美

代子さんの一般質問を終わります。

暫時休憩をいたします。

再開を、１１時３０分といたします。
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午前１０時５９分 休憩

────────────────

午前１１時３０分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

一般質問を行います。

通告順により、発言を許します。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君）〔登壇〕 一般質問

を始めさせていただきます。

平成２３年９月の第８回定例会の一般質問

で、パークゴルフ場の整備について町長の答

弁をいただいていますが、この２年間、私な

りに町長を初め、担当部署や関係者の動向を

うかがっていましたが、答弁で示された内容

が実行されていないと受けとめ、今回、確認

させていただきます。

一つ目、町長の任期中に着手すると２年前

に答弁されているが、今もその思いに変化は

ないか。

二つ目、町長の担当部署への具体的指示内

容と指示したのはいつなのかということでお

聞かせ願いたいと思います。

大きい二つ目であります。

整備に向けてこの２年間、担当部署は真摯

に検討されてきたと思うので、その具体的検

討内容について。

一つ目、用地確保はどのように検討された

か。

二つ目、工事の着手は来年のいつなのか。

三つ目、関係団体等との調整及び町民への

説明、理解を既に得ているのか。

以上のことを町長はどのように承知し、判

断されようとしているのか、明解にお答えく

ださい。お願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 吉住議員の

御質問にお答えをいたしたいと思います。

初めに、「町長の政治姿勢について、パー

クゴルフ場の整備について町長は今任期中に

着手すると２年前に答弁さてれいるが、今も

その思いに変化はないかについて」でありま

すが、パークゴルフ場の整備につきましては

平成２３年９月の第８回定例会で答弁させて

いただいておりますが、今任期中の事業着手

に向け努力しているところであります。

御質問の「今もその思いに変化はないかに

ついて」でありますが、現在のパークゴルフ

場は河川敷のため大雨災害時の問題点や交通

安全上の課題を抱えている中、新しいパーク

ゴルフ場建設は愛好者だけでなく、その御家

族や町民の皆様の強い願いと受けとめており

ます。

「パークゴルフ場建設に向けた担当部署へ

の指示について」でありますが、本年４月１

９日開催の政策会議において、パークゴルフ

場施設整備のためのチームの立ち上げを指示

し、総務部、建設水道部、経済部、農業委員

会、教育委員会の５部局によるパークゴルフ

場施設整備検討委員会を設置し、その事務局

を町づくりグループとしたところでありま

す。

検討委員会への指示内容についてでござい

ますが、建設場所の選定に当たっては、既存

公共施設との相乗効果や交通アクセスの問題

を慎重に考えること、施設規模についてはお

おむね５４ホールの公認コース、クラブハウ

ス、駐車場、施設管理用倉庫などの附帯施設

の整備可能な面積で、冬期間には歩くスキー

の利用やクロスカントリースキーのための夜

間照明設備も検討すること。事業費は５４

ホールを考慮すると３億円から４億円を必要

とすることから、補助金等の財源確保に努め

ること。また将来的には町の活性化につなが

る施設であること。事業の着手時期は今任期

中を目指すこととし、限られた期間ではあり

ますが、検討委員会においてパークゴルフ場

候補地用地取得への課題やその他の対応策、

施設建設の事業費などの検討を行うこととし

ております。

次に、「整備に向けて担当部局の具体的検

討内容について、用地確保はどのように検討

されたかについて」でありますが、用地の確

保につきましては検討委員会で候補地を選定
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し、取得のための課題やその事務手続きを調

査、確認をした後に、必要な手続きと用地取

得を進めてまいります。

次に、事業への着手事業は今任期中を目指

し、勢力的に進めてまいります。また、関係

団体や町民の皆さんへの説明についてであり

ますが、施設整備に対し町民の皆さんの意見

反映ができる適切な時期と方法により実施し

てまいります。

以上、御答弁をさせていただきました。よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 町長、私の一般質

問もおおよそ２年ぶりであります。今回の質

問は、この２年間を見ておりますと、むしろ

もどかしさと、それと反面いらだちでありま

す。と申しますのは、２年前、この項目より

多い内容をお聞かせ願った中で、今回、質問

しているのはさらに絞った内容で聞かさせて

いただこうという思いであります。

あえて、苦言ということで聞いていただき

たいのでありますが、２年前の答弁、ここに

コピーがありますし、お手元にもあろうかと

思っています。

そこで、実はこの大きい意味の二つと個別

のやつ、実は区分けしてしゃべれないので

す。申しわけないですが、そういう意味で御

理解をいただいてさせていただきますので、

何とぞよろしくお願いしたいと思います。

まず、大きい意味の一つ目でありますが、

実はもどかしさであります。まだ今定例会で

議決を受けたわけではございませんが、補正

が多額の金額、むしろほっとしたというのが

私の心境であります。でも２４年度、どのよ

うな形がされたかと、されていなかったか、

言わなくもわかっていらっしゃると思ってい

ます。

そういう意味においても、あえて町長さん

の思いという意味でどうだったのかというこ

とで、でもまだ先ほど言いましたように議案

として予算のほうは私としてほっとしている

ところであります。では、具体的にお聞かせ

願いたいのは、町長の担当部署の具体的内

容、指示について示されたいという質問に対

して、ことしの４月に立ち上げたよと、指示

を出すべき部署がやっとできたというお話で

す。

これも苦言になります。この答弁書、いち

いち読み上げる必要はないと思いますけれど

も、何を言いたいかと２４年度中という、２

３年度に一般質問したのですけれども、それ

も含めて２４年度中には検討してまいります

よとおっしゃられている。じっと町長さんを

信頼申し上げ、２４年度中、ですから２５年

３月３１日過ぎたのを確認して今回なので

す。正直いって町長さんがおっしゃられた言

葉を繰り返しませんが、はっきり言って何も

なさっていないのというのが私の印象です。

これは私の印象ですから。

それから、先ほどもお言葉にしています

が、全部関連していますので、そういう観点

で私、いま一度、町長さんに重ねてお聞きし

たいのは、それはそれとしても４月から立ち

上げたら町長さんがマニフェストで町民に夢

を与えて立派に努めなければいけないと思っ

ているのです。そうしたら、今までもできな

かったこと、あえて言えばこういう言葉を使

わさせていただきますが、エンジンをフル回

転させながら進むしかないと思うのです。

そういう意味で、町長の気持ちを今回、立

ち上がったチームという意味においていささ

か不安になるのです。この２年間、無駄とは

言いませんが、それを取り戻すためにも例え

ばパークゴルフ場には右に出る者がいないぐ

らいの副町長を頭として、職員を結集して残

業手当を払ってもいいからフル回転しなかっ

たら、今任期中といっても常識としてはあえ

て言えば再来年の３月３１日に着手すると

いっても意味をなさないのです。

やはり、少なからず来年のいつごろなの

か、お答えになっていませんので、まずそこ

から確認させてください。

○議長（古舘繁夫君） 町長。
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○町長（土谷耕治君） いつも吉住議員には

後押しを、力強い後押しをいただいていると

いうことで感謝申し上げたいと思いますけれ

ども、一方では２年間もどかしさといらだち

があったということについては、特に平成２

４年の目に見えた形で何もしていないという

苦言もいただきました。

そういう受けとめ方をされるということ

は、もう本当に残念でなりませんけれども、

町民の皆さん含めておわびを申し上げたいと

思いますけれども、私もいろいろ財源の問題

含めて軽々にいつまでというのはなかなか具

体的なスケジュールをお示しできなかったと

いうことについては、本当におわびを申し上

げたいと思いますけれども、今回、平成２４

年度の決算における見通しができて、この

後、補正予算という形で提案させていただき

ましたけれども、一定のめどがついたと、こ

れはきのうもちょっとパークゴルフ場の御質

問がありましたけれども、財源が一定の半分

ぐらいは何とかめどがついたという中で立ち

上げて、具体的に進めていこうということで

ありますので、いずれにいたしましても私は

約束でありました、１期目は基金条例をつ

くって将来に備えたいという思いでした。２

期目に当たってはぜひともこれを実現したい

という思いを訴えてまいりました、最後まで

全力を尽くして任期中に着手を目指したい

と、この場においてもその決意はいささかも

緩んではいないということでありますので、

残りの任期も１年９カ月ぐらいだと思います

けれども、しっかりと取り組んでいきたい

と、そのように思っております。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 苦言ですから、多

少、お許しをいただきたい。逆にお許しをい

ただきたい部分もあろうかと思いますが、２

年前の話は、あえて言えば２４年度までの話

はきれいさっぱり忘れたとしても、どう見て

も任期中において別な意味で手順が見えない

ということなのです。

お言葉は、それはそれこそ今、忘れようと

していますが、２年前もお聞きしているので

す、２年前も。それでは、どういう形でタイ

ムスケジュールを組み立てるかということを

ちょっと参考のために農業委員会の会長、農

業委員会に例えば農地であればどういう申し

込みがあった場合、例えば何カ月審議して、

何カ月というのがもし標準でわかっていれば

ちょっと参考のためお聞かせ願えないでしょ

うか。

○議長（古舘繁夫君） 鈴木農業委員会会

長。

○農業委員会会長（鈴木幸往君） 農地法に

かかわる申請につきましては、通常、処理期

間につきましては約一月から二月で申請に対

する許可が出ます。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 例えば、土地が決

まっても、それをもとにして申請しても２カ

月、通常ですよ。その前に山があるのです、

農業委員会に申し込むにしても、場所そのも

のが決まっていなければ、だからもどかしい

のは今回の答弁もこれから検討していくと、

逆に言えばもう２年前に僕は終わっていても

いいと思っているのです。

そういう観点から、私は申し上げたいのは

このチーム、でき上がったことはこれからの

話ですけれども、あえて言えばこの２カ月

間、どういう会議を持たれたか、２カ月あっ

たわけですから。例えば４月１９日以降、４

月２０日に会議を開いたとか、５月１日にし

たとか、一般質問を受けた後でも、そのぐら

いはちょっとやっていこうかなという会議も

あったかもしれませんので、具体的に４月１

９日以降、回数でもいいです、ちょっと知っ

ている範囲内で教えてください。

○議長（古舘繁夫君） まちづくり主幹。

○まちづくり主幹（小西守君） ただいま御

質問にありました検討委員会での審議の経過

でございますが、６月１０日に担当者が集ま
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りまして会議を行っております。

内容としましては、その土地の関係での検

討ということで行っております。また、法規

制の把握、また補助事業のメニュー等を検討

していくということで、それぞれ次回に向け

ての準備を進めております。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） ４月１９日に立ち

上がっても、今、初回だというふうに受けと

めて勝手にしゃべりますけれども６月１０日

だと、もう少しエンジンかけませんか。

それには今、小西主幹がお答えになりまし

たけれども、これはトップに部長級、いや副

町長クラスをつけなかったら、町長の夢を実

現できない。ましてや、パークゴルフに関し

ては十分、コースの内容も熟知している、こ

のぐらいの人物を充てなかったら町長、エン

ジンがかからないと思いますけれども、いか

がでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） もちろん、チームを

つくって検討する、それは極めて事務的なも

のも含めてやはりやっていく、そしてそれを

最終的に判断をするのは私が判断させていた

だきますけれども、その事務的なもののやは

り総括は副町長がいるので、幾らパークやっ

ていると言っても、それはそれでまた違う立

場でのアドバイスはあると思いますけれど

も、事務的なことの積み上げをどうするか、

そしてチームをつくってやって、副町長は参

画していませんけれども、それは事務的な事

務方のトップとしていろいろな報告を受けな

がら判断する、していただけるものと思って

おります。

○議長（古舘繁夫君） １０番吉住博幸さ

ん。

○１０番（吉住博幸君） 物事というのは真

剣になるときは、全勢力を上げて取り組むこ

ともあろうかと思うのです。

実は、このようなパークゴルフ場、初日の

１番目で新鞍さんが実は住民に対しての説明

という趣旨のもと、私もお聞かせ願っていま

す。

答弁は、２年前はもう忘れようと言って、

全く同じなのです。準備できてから、ですけ

れども町民としても、もう出来レースみたい

な説明ではなくて、もしかしたらいろいろな

プランもはめられるような相談の仕方もあっ

ていいと思うのです。

それには、基本となるものを早く、相手に

も時間を与えなければいけないと思うので

す。意見を述べるにしても、でも皆さんが組

み立てたものを十分理解してからの意見です

から、はいでき上がったよ、何だか委員会説

明聞いてください、こういうわけにはいかな

いのです。

ですから、物事には常に相手がいらっしゃ

ることだと僕は思うのです。それに対しても

十分な理解をいただくためには、相手にも時

間的猶予、猶予と言ったらちょっと失礼です

ね、十分考えていただける時間を持っていた

だくという意味でも、まず根っこを固めてい

ただく、固めるといっても決めるという意味

ではないです、プランを見せるもの、見てい

ただけるものをまず夜業してでも、全職員た

またま今回、職員給料カットという提案もあ

ります、もう涙をのんで下がるわけですか

ら、残業手当を与えてでも町長の夢を町民に

約束したことを実現しなかったら、これは男

が廃ります。

だから、それにはやはり勢い、もう待った

なしということを申し上げて私の一般質問を

終わります。

○議長（古舘繁夫君） 答弁はどうですか。

○１０番（吉住博幸君） ていっぱい苦言は

申し上げましたので。あえて言えば。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 最後まで全力尽くし

て私の夢でなくて、町民の皆さんの夢をかな

えるように全力を尽くしていきたいと、その

ように思っています。

そのためにも、職員にも一生懸命知恵を出

して汗をかいていただこうと、そのように、
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そのリーダーシップをしっかりととっていき

たいと、そのように思います。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、１０番吉住

博幸さんの一般質問を終わります。

暫時休憩いたします。

再開を１時、１３時といたします。

午前１１時５５分 休憩

────────────────

午後 １時００分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

一般質問を行います。

通告順により、発言を許します。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君）〔登壇〕 私は、既に

通告しております２点についてお伺いいたし

ます。

最初の１点目は障がい者対策の拡充につい

て三つの項目から御質問いたします。

１点目は、視覚障がい者への地デジラジオ

給付についてであります。

美幌町の地域生活支援事業で日常生活用具

支給サービスが実施されております。この

サービスに地デジ対応ラジオ支給が含まれて

いるでしょうか。また、利用実績は何件で

しょうか。

２点目は広域手話通訳派遣についてであり

ます。美幌町の地域生活派遣事業（コミュニ

ケーション支援）で、手話通訳者派遣サービ

スがございます。これまでの利用実績を伺い

ます。また、町外への派遣実績は何件でしょ

うか。町外派遣のうち、北海道への広域派遣

事業対象件数は何件でしょうか。

３項目めは、精神障がい者のバス運賃割引

についてであります。通院等交通費助成制度

として、精神障がい者への通院等交通費助成

が行われていますが、これまでの利用実績を

伺います。

また、町外への利用実績は何件でしょう

か。町外利用の場合、ＪＲ利用の見込みは可

能でしょうか。高速道路料金、タクシー料

金、航空運賃の精神障がい者割引の見込みは

いかがでしょうか。

大きな２点目は、ＴＰＰ交渉参加への対応

についてであります。２項目、お聞きいたし

ます。

一つは、オホーツク管内集会についてであ

ります。５月２１日開催のオホーツク圏活性

化期成会総会で、土谷町長が標記の管内の集

会開催を提起され了承されたというふうに

伺って、報道で承知しております。

政府が７月１５日から開催されるＴＰＰ交

渉への参加、また、参議院選挙、投開票が７

月２１日でありますが、控えておりましてい

つどのような規模での大規模な参加阻止集会

が計画されているのでしょうか、できる限り

具体的にお示しいただきたいと思います。

この件で、道内での総合振興局管内規模の

反対集会は十勝集会が３月１０日４,３００

人、大規模に開催されておりますが、美幌町

長としてのこの種の集会の構想及び美幌町か

らの参加対応についてどのようにお考えで

しょうか。

２項目めは、当面する美幌町の行動計画に

ついてであります。

美幌町ＴＰＰを考える連絡会議、５月３１

日に開催されたと伺っておりますが、そこで

確認された当面する美幌町の行動計画につい

てお示しいただきたいと存じます。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 大江議員の

御質問にお答えをいたしたいと思います。

初めに、「障がい者対策の拡充について、

視覚障がい者への地デジラジオ給付につい

て」でありますが、日常生活用具給付等事業

は市町村が行う地域生活支援事業の一つとし

て重度障がい者に対し自立生活支援用具等の

日常生活用具を給付、または貸与することに

よりに日常生活の便宜を図り、その福祉の増

進に資することを目的としています。

地デジ対応ラジオにつきましては、平成２

３年７月にテレビ放送の地上デジタル化に伴

い、従来のＦＭラジオではテレビ音声を受信

することができなくなり、視覚に障がいのあ
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る方々の情報入手の手段の一つが失われるこ

ととなりました。

こうしたことから、国では地デジ対応の製

品化に向けた助成等を行い、昨年９月には視

覚障がい者向けに配慮された地デジ対応ラジ

オの販売が開始されたところであります。

北海道においても、地デジ対応のラジオに

ついては日常生活用具の要件等を満たしてお

り、給付の対象とすることが可能である旨、

厚生労働省からの回答を得たことから、平成

２５年１月１０日付でオホーツク総合振興局

から通知を受けております。

視覚障がい者向けの具体的な対象品として

は、情報意思疎通支援用具として点字ディス

プレーや点字器、点字タイプライター、視覚

障がい者用ポータブルレコーダー、視覚障が

い者用活字文書読み上げ装置などがりあます

が、地デジ対応ラジオについても給付の対象

として新たに追加したいと考えております。

なお、現時点では申請がない状況でありま

す。

「広域手話通訳派遣について」であります

が、地域生活支援事業の一つであるコミュニ

ケーション支援事業は聴覚、言語機能、音声

機能、その他の障がいのため、意思疎通を図

ることに支障がある障がい者とその他の者と

の意思疎通の仲介を行うものとして手話通訳

者の派遣事業を行うものです。

これまでの利用実績ですが、平成２３年度

は１件、平成２４年度８件となっておりま

す。町外への派遣実績は平成２３年度１件で

あり、道の広域派遣事業の対象となったのは

平成２４年度に１件、町外の方が美幌町のイ

ベントに参加した際に手話通訳者を派遣して

おります。

今後も北海道ろうあ連盟と協力して、本事

業の活用に努めてまいります。

「精神障がい者のバス運賃割引について」

でありますが、美幌町の単独事業である精神

障がい者に対する交通費助成は精神障がい者

の治療、診断、訓練、検査及び相談のために

通院、通所に要する経費を助成するもので、

バス料金、または鉄道普通旅客運賃の２分の

１以内を助成しています。

これまでの利用実績でありますが、平成２

３年度３６９件で、２６万１,５６０円、平

成２４年度４０１件で２６万４,１４０円と

なっており、全て町外への利用実績でありま

す。

高速道路料金、タクシー料金、航空運賃の

精神障がい者割引の見込みについてですが、

平成１８年４月の障がい者自立支援法施行に

より、身体、知的、精神の三つの障がいは一

元化されたにもかかわらず、公共交通運賃の

割引制度も身体障がい者と知的障がい者の場

合、ＪＲ等バス運賃、高速道路運賃は５０％

割引、タクシーも１０％、航空運賃は会社、

路線によって異なりますが割引されています

が、精神障がい者については割引の対象と

なっていないのが現状であります。

北海道においても、第２期北海道障がい者

基本計画に基づき、各公共交通事業者及び団

体に対し、精神障がい者への運賃割引を実施

するよう要請活動を行う予定であり、６月中

に保健所管内にある割引未実施バス事業者に

要望することとなっておりますので、町とし

ても道を通じ鋭意要請してまいります。

次に、「ＴＰＰ交渉参加への対応につい

て、オホーツク管内集会について」でありま

すが、３月１５日、安倍総理はＴＰＰに関す

る情報をほとんど示さず、国内の理解も得な

いままＴＰＰ交渉参加を表明しました。ＴＰ

Ｐ交渉は、農林水産業のみならず食の安全・

安心・医療・保険・公共事業など、さまざま

な分野に大きな影響を与え、地域社会、地域

経済の崩壊を招く交渉であるという懸念がぬ

ぐえない中、独断専行的な判断によりＴＰＰ

交渉への参加が決定されたことは極めて遺憾

であります。

後発参加国の日本は、交渉に入るまで協定

素案などの情報を入手できず、農林水産分野

の重要５品目を関税撤廃の例外扱いと主張で

きるかさえ不透明な状況にあり、さらには合

意済み事項は丸のみを強いられるなど、不利
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な条件が課せられると報じられております。

国益確保の見通しが立たないままでのＴＰ

Ｐ交渉参加にはあくまで反対であり、今後は

交渉からの撤退を求める行動が必要であると

考えているところであります。

御質問の１点目、「オホーツク管内集会に

ついて」の「オホーツク管内における大規模

な参加阻止集会の計画について」であります

が、オホーツク圏活性化期成会におきまして

は、現時点で管内集会の具体的な開催計画は

ありません。

なお、７月の交渉参加に向けた新たな動き

や他管内の様子も見ながら管内集会の開催が

必要と判断したときは、役員会や専門委員会

の意見を踏まえ、決定していくとのことであ

りますので御理解を賜りたいと存じます。

また、「美幌町長としての反対集会の構想

及び美幌町の参加対応について」であります

が、私が去る５月２１日に開催されたオホー

ツク圏活性化期成会総会でＴＰＰ問題への対

応について発言した趣旨は、３月に十勝で開

催された４,０００人規模の集会を例に挙

げ、第１次産業を基幹産業とするオホーツク

の大きな反対のうねりとするためには、他団

体との横のつながりをしっかり持ちながら、

今後も反対運動の取り組みを進めてほしいと

要望したものであります。

今後も状況を見ながらオホーツク管内規模

の反対集会の開催が必要な場合には、速やか

に期成会に対し開催要請を行うと同時に美幌

町ＴＰＰを考える連絡会議の構成団体と横の

連携を生かしながら、町内の多くの関係者に

参加を呼びかけ、対応してまいりたいと考え

ております。

御質問の２点目、「当面する美幌町の行動

計画について」でありますが、これまで本町

におきましては反ＴＰＰに向けて町議会の意

見書提出や議員有志による公開講座の開催、

町内１３団体で構成する美幌町ＴＰＰを考え

る連絡会議の設置、町内各所にのぼりの設

置、広報びほろに延べ１１回に及び特集記事

の掲載など、他市町村に先駆け反対行動に取

り組んできたところであります。

しかし、全道の世論調査では交渉入り賛成

派が反対派を若干上回る結果となっており、

ＴＰＰ協定参加で懸念される問題についてさ

らなる提起が必要であるとの認識から、５月

３１日に開催した連絡会議では、当面の活動

として広報びほろ７月１日号から「ＴＰＰの

何が問題なのか」連載記事を再スタートし、

さらにわかりやすい紙面で町民に理解を求め

る広報活動を行っていくことや、全道規模の

総決起集会など、反対行動への積極的な参加

についても確認したところであります。

いずれにしましても、政府は７月の交渉参

加に向け着々と準備を進めており、今後の交

渉スケジュールによりますと７月、９月の交

渉会合を経て、１０月のＡＰＥＣ首脳会議で

の基本合意、年内には交渉妥結する目標とさ

れており、交渉会合の内容など、何らかの情

報が開示され、その都度、大きな山場がある

と考えているところであります。

また、ＴＰＰ関係国間の外交交渉、協議は

あくまで政府の責任で行われますが、その後

のＴＰＰ協定の締結については国会の承認や

批准決議の手続きが必要とされていることか

ら、最後の国会批准まで諦めることなく美幌

町ＴＰＰを考える連絡会議の構成団体と情報

を共有しながら、反対行動に取り組む姿勢で

ありますので、議員有志のさらなる協力をお

願い申し上げる次第であります。

以上、答弁をさせていただきました。よろ

しくお願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 再質問をさせていた

だきます。

最初に、地デジラジオ給付についてであり

ます。視覚障がい者の情報をどうやって得ら

れているかということでは、２００８年に厚

生労働省が調査結果を公表されております。

身体障がい児、者実態調査でありますが、そ

れによりますと視覚障がいのある方について

は、テレビからの情報６６.０％、最も多い

という状況です。家族、友人からというのは



－ 66 －

５５.７％、ラジオからというのが４９.７％

であります。なお、２００８年当時、ラジオ

はＦＭ放送でテレビ情報を入手できておりま

す。

したがって、ラジオという場合は同時にテ

レビ情報を意味するということも押さえてお

く必要があろうと思っております。

平成２３年７月１日、テレビが地デジ化さ

れまして、御答弁でもありましたＦＭ放送で

テレビ情報を入手することができないと、こ

のようになりました。視覚障がい者は今日ま

で、テレビの前にいない限りはテレビの情報

が入手できないという、そういう状況になっ

ております。

昨年９月、地デジ対応ラジオが製品化され

ましたが、点字でガイドブックがあって、使

い勝手がいいとされる機種は２万円を超える

ようであります。したがって、本人負担が１

割という日常生活用具給付対象に加えてほし

いということで、視覚障がい者協会などがこ

の間、厚労省に要請を続けてこられたわけで

あります。

そういう中で昨年、２０１２年１１月２９

日、厚労省は日常生活用具として給付可能で

あるという回答を私どもに示されたところで

あります。ことしになりまして１月８日、道

議会の保健福祉委員会で道は国に確認をした

と、速やかに市町村に通知するということで

１月１０日の総合振興局通知という流れに

なっております。

私は町の広報を調べさせていただきました

が、ことし２月号に日常生活用具給付制度の

紹介というのがされております。本人負担が

１割という記載もありますが、地デジラジオ

という具体の記載がありません。視覚障がい

者への連絡はどのようにされたのでしょう

か、お伺いしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 視覚障がい者の

方について、特に個別に御案内申し上げてお

りません。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 視覚に障がいを持っ

て日常生活用具給付の対象となる方は美幌町

に何人いらっしゃるのでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 視覚障がい者に

つきましては、総数で７６名でございます。

そして、重度の方につきましては５２名とい

うことでございます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 厚労省の２００８年

の調査で、視覚障がい者の３分の２がテレビ

の情報に依拠しているというのは先ほどお話

しいたしました。

７６人ということになりますと、美幌町で

は５０人以上というふうになろうかと思いま

す。関係者への周知徹底をぜひ急いでいただ

きたいというように思います。

時間の関係もありますので、それは要請を

して次に移りたいと思います。

広域手話通訳者派遣事業についてでありま

す。手話通訳者の広域派遣は、これまではそ

れぞれ市町村間でお互いに協力し合いましょ

うというような町以外はなかなかできないと

いうような課題を抱えておりました。

道議会などでも取り上げられてまいりまし

たが、昨年の４月から北海道ろうあ連盟に派

遣業務、コーディネート業務を委託をし、広

域派遣事業を新規に実施されるようになりま

した。ろうあ連盟に登録した６２の自治体、

３２６人の手話通訳者が現在、広域派遣を

担っておられるようであります。

美幌町での手話通訳派遣事業での利用実績

は２３年度１件、２４年度８件で、広域派遣

事業対象は２４年度１件ということでありま

す。これまでまちまちでありました手話通訳

者派遣単価は統一されたようであります。

そこでお伺いいたしますが、地域生活支援

事業、市町村の事業ということで活発に利用

されればされるほど、市町村の予算がかかる

というような内容かと思いますが、道は広域

派遣事業を新規に実施したというふうに言っ

ているのですが、町に対する助成というのは
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どのようになっているのでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 福祉主幹。

○福祉主幹（谷川明弘君） ただいまの質問

ですが、この事業は国から５０％の補助、そ

して道については２５％の補助となっており

ます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 町は残りの２５％と

いうふうになろうかと思いますが、多分、本

人負担が１割ということなので、詳細な部分

についてはとりあえず７５％は補助対象に

なっているということなので、あえて申し上

げますが安心してお使いいただけるというこ

とだと思います。

実は、手話通訳者派遣を望む声は多いわけ

でありまして、全道で聴力障がい者２万６,

４００人、そのうち手話通訳を要するという

のは５,３００人ぐらいいらっしゃるという

ことで、おおむね２０％は手話通訳を必要と

するということであります。

そこで、美幌町の聴力障がい者は何人い

らっしゃいますでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 聴覚障がい者に

つきましては８８名でございます。そのう

ち、一、二級の重度の方については１８名で

ございます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） ８８人の２割という

ふうに仮に想定しますと１８人程度というふ

うになってまいります。

実は、一昨年の１０月に美幌町の第３期障

がい福祉計画を立てるというときに、障がい

者アンケートを美幌町はとっておられます。

その中で、手話通訳などのコミュニケー

ション支援を求めるという要望は１４件ござ

います。相当数の方がこの制度そのもの、あ

るいは広域利用ができるかどうかということ

も含めてなお知らないということだと思いま

す。

手話通訳は医療機関に受診をする際に本人

の症状を正確に伝えるという上で、あるいは

専門的な法律相談など、専門分野への対応も

含めて今、研修もされているというように

伺っております。もちろん、日常の普通のコ

ミュニケーションをとるという上での利用は

可能であります。

せっかく広域派遣事業が展開され始めてい

るということも含めて周知を図る必要がある

なというように思います。

そこで、一昨年１０月の各障がい者に対す

るアンケートを美幌町はとっておられます

が、制度があるにもかかわらず伝わっていな

いというのが私は非常に気になっています。

その結果、何もやってくれてないというよう

な思いにもつながっているのだろうというよ

うに思います。

せっかく関係者、あるいは関係団体もなか

なか開かない成果の扉などを開けて制度化し

たといううちの私、今回、何点か取り上げて

いるのですが、こういうものをどう正確に、

必要な人に情報を届けるかということが求め

られているというように思うのですが、その

周知の仕方についてどう徹底するかという点

で、その部分も含めてどのようにされるか伺

いたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 先ほどの地デジラジ

オの問題もそうですし、この地域生活支援事

業、あるいは地域派遣事業、今の手話の関係

もそうなのですけれども、日常生活用具に対

する対象物ってかなり広範囲にわたって、細

かく要綱で定めているということであります

ので、個々の皆さんにお知らせするというの

はなかなか難しいかもしれません。

そうであれば、別な方法もいろいろ工夫し

ないといけないと思いますけれども、そう

いった困った方がどこに相談されるのかとい

うところをということで、そういう方にかみ

砕いてお話するのが一番伝わりやすいのかな

と今ちょっと思いましたけれども、いずれに

しろせっかくネットを張っているのですか

ら、それについて利用できるものも利用でき

ないという、知らないから利用できないとい
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うのはもう全く我々としても残念に思うこと

ですので、いろいろな周知方法を考えてみた

いと思います。

せっかく制度化しているのに、知らないか

ら使わないからそのままでいいということで

はなくて、やはりこれはもうネットを張って

いるわけですから、そういうものをしっかり

と伝えるような努力を工夫を今後していきた

いと、そのように思っております。

ただ、細かくやると物すごい量になるとい

うのも事実だと思いますので、この辺も一工

夫いるといると思います。そのことについて

もちょっと汗を流してみたいと、そのように

思います。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 今回、質問するに当

たって町が発行しております福祉のしおり改

めて見せていただきました。これをかみ砕く

となると、何倍ものページ数になるのだろと

思います。

しかし、例えば視覚障がい者にとってみれ

ば聴覚障がいだとか、その他のサービスにつ

いては知る必要がないのです。本当に自分に

とって必要なサービスをよくわかるというふ

うにするためには、これは入り口ではありま

すけれども、これで１冊では間に合わない

と、ピンポイントでその人の障がいに対応し

たサービスを過不足なく伝えるというのが

今、求められているんだなと思います。

ヒントは多分、一昨年１０月の第３期障が

い福祉計画を立てるために行ったアンケート

調査の中に幾つも含まれていそうなのです。

中には窓口に行ったのだからそこで教えくれ

ればいいじゃないですかとか、担当者は知ら

ないのではないかみたいな、そんなアンケー

トの回答もあるのです。

一番わかっていないのが管理職の方ではな

いかとか、もうそうなると推測ですよ、結

構、美幌町、今回改めて調べさせていただい

たのですが、なかなか進んだ制度が幾つもあ

るのだけれども届いていないということで、

ぜひ行政を進める上でなかなか難しいのは知

らせることだと、由らしむべし知らしむべか

らずという何か昔からの言い伝えがあります

が、これは知らせることはなかなか困難だ

と、とかく寄りかからせてしまうということ

の自戒の言葉だという説もありますので、や

はり美幌町が関係者こそが自立して生き生き

と活動できる、そのためにせっかくその人の

ために作られた制度、あるいはサービスをこ

の機会にぜひ精度を高めてピンポイントで届

けるということで工夫をお願いしたいという

ふうに思います。

総論としては町長からお話をいただいてお

りますので、再びは結構であります。

次に、精神障がい者バス運賃割引について

お聞きいたします。

身体障がい者、知的障がい者の場合、ＪＲ

とバスの運賃について、あるいは高速道路料

金の５０％割引であります。タクシー、航空

運賃の割引制度もあります。

しかし、美幌町の精神障がい者通院交通費

助成制度では、町の単独事業ということでＪ

Ｒとバス運賃の５０％の割引がありますが、

その対象は通院、治療、診断、訓練、相談な

ど、医療に限定されているということで間違

いないですね、確認いたします。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） そのとおりでご

ざいます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 身体障がい者、知的

障がい者にはもちろんレベルはありますが、

基本的には手帳を提示することによって、生

活全般での運賃割引制度がございます。

精神障がい者には生活全般での運賃割引制

度がありません。それは、先ほど申し上げま

した福祉のしおりの７ページの５、その他の

助成割引制度でＪＲ、バス、タクシー運賃の

割引の事業内容で精神障がい者は含まれてい

ないということで、変わっていないなという

ふうに思うのですが、これも確認いたしま

す、いかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。
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○民生部長（藤原豪二君） 変わってござい

ません。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） １９９３年の障がい

者基本法で、身体、知的、精神の３障がいに

ついては同一という、区別をしないと、考え

方が提示されております。

２００６年に精神障がい者の本人確認を容

易にするために写真添付をいたしまして保険

福祉手帳となっております。

そこで、昨年、２０１２年７月３１日に国

土交通省の乗合バス標準運送約款が変わりま

して、運賃割引対象に精神障がい者を対象と

するという改訂がなされました。正確には、

一般乗合旅客自動車運送事業標準運送約款と

いうことでありますが、それは美幌町として

承知されていますでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 承知しておりま

す。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 第２４条第１項に、

これまでは身体障がい者、知的障がい者だけ

でありましたが、加入、何文字か加入されて

おりまして精神保健及び精神障がい者福祉に

関する法律第４５条第２項の規定により、精

神障がい者保健福祉手帳の交付を受けている

者についても事業者の約款で定めれば割引の

対象とすると、これはバス運賃割引制度の対

象にこういう部分が加わったというのは、当

事者団体のかなり粘り強い運動の成果であり

ますが、残念ながらこれは事業者がつくる約

款でありまして、余裕がない事業者はそうは

いってもできないというような態度でありま

すが、ただそこに全国標準の約款がこのよう

に精神障がい者を加えるということで対象と

なっておりまして、そういたしますと先ほど

御答弁いただきました年間３００件、４００

件の目的は通院交通費ですけれども、それも

含めてこの割引制度が対象になれば社会参加

が相当ふえるというようになるのですが、美

幌町ではまだ制度化がされておりません。見

通しはいかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 今現在、美幌町

はほかの市町村から比べますと治療であるだ

とか、診断、それから検査、そういうものに

対しては助成する状況になっております。

運送事業者が難色を示しているというの

は、実は精神障がい者手帳には写真が添付義

務づけられておりません。それで、写真をつ

けることを希望されている方と希望されてな

い方、大体半数くらいおられると聞いており

ます。

個人情報の観点からそういうようなこと

で、障がい者団体がそこを猛反発していると

いうような状況もございまして、また手帳が

２年ごとに更新されると、精神障がい者の皆

さんよくなった場合には、また等級も変わる

だとか、そのような事情もございましてなか

なかその事業者が経営上、あるいはそういう

ことで受け入れがたい難色を示しているとい

う状況でございます。

今後につきましても、美幌町ではこの治療

であるだとか、検査、相談のための通院、通

所について進めてまいりたいというふうに考

えています。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 美幌町の通院と交通

費の助成制度は非常に広域に使えるというこ

とで、私は率直に評価しております。

同時に、私ども先ほどから申し上げている

ものは関係者と一緒に私どもの各級の議員が

一緒に扉を開けるために努力をしているので

すが、例えばこの問題では昨年８月、北海道

の党として政府に対して運賃割引を事業者の

経営努力に頼るなということで、国として財

政支援をすべきだということを申し上げてき

ておりまして、昨年もやっております。

あわせて北海道バス協会に精神障がい者へ

の運賃割引を要請しております。その際、バ

ス協会の専務理事はほとんどの事業者が標準

約款を使うのではないですかと、経営は大変

なんだけれども、公共交通機関として頑張り
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たいということは表明されています。

ＪＲはなかなかガードが固くて全国どこで

もまだ相手にされないということで、全ての

公共交通機関にはというふうにはなっており

ませんが、そこでこの標準運送約款では精神

保健及び精神障がい者福祉に関する法の規定

によって障がい者保健福祉手帳の交付を受け

ている者が、その手帳を提示し、または市町

村長の発行する所定の運賃割引証を提示した

ときは割引いたしますということで、市町村

長の関与というか、証明なども条件としてお

りまして、こういう点では、美幌町からバス

会社への協力要請がやはり必要なのではない

かというように思います。

ことし５月時点で全道４０社程度あるよう

ですが、バス事業社中、１７社においては率

までは北海道押さえていないのですが、５０

％程度だろうというふうに判断できますが、

運賃割引制度がスタートしております。

そういう点で、美幌町がせっかくつくって

おられます精神障がい者の通院等交通費の助

成制度がそれを含めて精神障がい者の社会参

加を大きく間口を広げるということで、ぜひ

早急にバス会社などへの協力要請を行ってい

ただく必要があるのではないかというふうに

思うのですが、町長いかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今、国土交通省の話

はちょっと私、承知していなくて申しわけな

かったと思いますけれども、ＪＲがやらない

というのは何となく理由がわかりそうな気が

しますけれども、分割したときにかなり広い

範囲を受け持ちになったので、多分、料金の

関係、長距離料金の関係もあるのかなと思い

ますけれども、この地域でいうとやはりバ

ス、ＪＲということになると思いますので、

せっかくそういった方針も出され、またベー

スに我々そういう障がいを持たれている方の

そういうセーフティーネット張っております

ので、それをどう拡充できかについては若

干、時間いただいて研究してみたいと、その

ように思います。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 道がつき始めている

ということもありますので、ぜひ首長先頭に

美幌町でも制度化していただきたく、強くお

願いをしておきたいと思います。

大きな２点目のＴＰＰ参加への対応であり

ます。

最初の御答弁では、現時点では計画はない

ということでありまして、私はこのように受

けとめました。オホーツク管内のＴＰＰ参加

阻止の集会の必要性については、新たに北見

市長がオホーツク圏活性化期成会の会長にな

られましたが、現時点でのＴＰＰ協定参加阻

止オホーツク集会の必要性を認めていないと

いうことなのだなと、現時点ですよ、現時

点。

現時点というのは、７月４日公示で参議院

選挙がありまして、７月２１日投開票だろう

と、日本政府としてＴＰＰ初めて交渉の場が

開かれるのは７月２３日の午後からでないか

と思います。

したがって、このままオホーツク管内では

交渉の場に参加することについてはやむを得

ないという方向なんだろうかなというように

実は受けとめざるを得ないと、参議院選挙の

最中に大きな集会をどこかでやるというのは

事実上、困難だと思いますので、５月２１日

せっかく土谷町長が管内的な大きな集会をや

ろうではないかと、大変な問題だと提起され

ても結果はこういう状態です。

そこで、町長は何回か言われていますが管

内の首長、自治体間で温度差が結構あるんだ

ということをお話されております。これは、

現場にいたから、私はいませんでしたので確

認いたしますが、町長が提起されたときに、

管内集会の提起をされたときに、それどころ

ではないぞと、もっと力を入れて今やるべき

ことはほかにあるという発言をされた方がい

らっしゃるようですが、要は農業が低温で大

変だと、その対策のほうが大事だという発言

をどこかの肩書きはあえて申し上げません

が、そういうことでその町ではＴＰＰ集会よ
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りもそちらのほうが重要だということを自分

は発言してきたと。

したがって、ＴＰＰ管内集会はやるという

ことではまとまらなかったと、このように報

告されているのですが、総会におられた土谷

町長として、それは記憶にありませんか。あ

るいは明確に参議院選挙を前にして、その争

点としての管内的な決起集会をやる必要があ

るということで、まとまったというふうにお

考えでしょうか、伺います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 温度差があるという

のは、私の口からなかなか公の場で、ほかの

市町村のことをなかなか言いにくいのですけ

れども、これも地域事情それぞれあると思い

ます。

そんな中で、私は発言の趣旨としてはオ

ホーツク管内はやはり１次産業がメーンなの

で、そこが壊滅的な影響を受けるということ

については、やはり１市町村の問題でなく、

やはりオホーツクから大きなうねりの声を上

げていかなければだめでないでしょうかとい

う趣旨を発言させていただきました。

たまたま、そのとき会長が交代時期に当た

りまして、それで旧の会長はしっかりそれは

新会長が受けとめていただいて、引き継いで

いただけるものという発言をして引き継がれ

たという思いをしております。

それで、新しい会長が決してＴＰＰに向

かって反対ではないということではなくて、

やはり反対の意向も示されているようであり

ますから、ただ、どういう運動をしていくか

ということについては、これまた期成会の中

でもいろいろな論議があると思いますので、

その中でタイミングよく、タイムリーにやは

りいろいろな活動、動きを対応していかなけ

ればいけないと思っております。

それで、ちょっと私、その場にいたのです

けれども、低温対策の話はちょっと記憶が、

違うことを考えていたのかもしれませんけれ

ども、ちょっと記憶がなくて、今、明確にお

答えできないのですけれども、ちょっと記憶

がないということであります。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 私自身もその場にい

なかったので、これ以上は申し上げられませ

んが、関係する自治体ではそのように発言し

て、全体でＴＰＰ参加阻止の集会をやるとい

うことについてはまとまらなかったのだとい

う認識も含めて伝えられているということな

ので、私はお聞きしまして、確かに観測史上

始まって以来の低温だったということは承知

をした上で、しかしだからといって単年度の

一時的な話を恒久的に地方が公開するという

状況の大きなテーマと対立させていくという

のは、これも含めて土谷町長が日ごろ言われ

ております自治体間の温度差、ＴＰＰに関す

る温度差を言いあらわした具体例かなという

ように思っております。

そこで、実はオホーツク管内のＴＰＰ参加

反対集会の活性化期成会が主催したものを調

べてまいりました。一昨年１１月１日、網走

市のエコーセンターで規模は５００人、こと

し３月１０日、同じく網走市のエコーセン

ター４８０人、ちなみに管内では昨年２月、

オホーツク農協組合長会が主催しまして、網

走市民会館での総決起集会は１,１００名、

昨年３月の大空町集会、人口８,０００人の

町で５００人規模、４月小清水町、人口６,

０００人弱で４００人規模、私どもの町でも

昨年１１月、５００人規模ということで、集

会の名称は若干違いますが、ＴＰＰ反対の集

会、あるいは学習会が自治体単位で全管内の

首長及び議長が主催した管内集会と同規模、

あるいはそれ以上のものを小さな町で軒並み

やっているというのが実態でありました。

このことを考えたときに、決してオホーツ

ク管内本腰を入れてやっているというふうに

は見えません。同じ管内規模で言えば十勝が

３年前の１１月に４,０００人規模、ことし

オホーツク管内と同じ３月１０日に４,３０

０人ということで、吹雪の中やられている

と。今週の土曜日、６月２２日には旭川で大

雪アリーナ４,０００人規模ということで予
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定もされています。

そういうことを考えたときに、やはり管内

の首長、あるいは議長が核になって進めるＴ

ＰＰに対する集会、あるいはその姿勢が決し

て全道で突出しているというふうには全く思

えない、かつてはオホーツク網走支庁管内は

農業圏として十勝に上回ると、あるいはやが

て十勝が息を盛り返しても匹敵するというこ

とで、相当頑張ってきましたが、今日、相

当、溝を開けられていると、そんな感じをい

たしております。

時間が切迫しておりますので、あえてまと

めて質問いたします。

今、農業関係者がＴＰＰは決して農業だけ

の問題ではないので、農業者だけが打撃を受

けるかのような行動は慎めということで、非

常に神経質になっております。ＴＰＰは文字

通り、国民皆保険や薬の値段といった医療分

野、労働、金融、保険、食の安全、ひいては

地域経済の崩壊をももたらす大問題でありま

して、したがってＪＡが今、先頭切って頑張

るということでなくて、オホーツク圏活性化

期成会こそが中心になるべきものではないか

というように思います。

あえて、今回、取り上げましたのは、ひと

たび協定の交渉の場に参加したら足抜けは許

さんという、一種のやくざのような世界に

なっているということであります。

申し上げたいことはたくさんありますが、

したがって参議院選挙はどういう国会議員を

最終場面で批准ということになりますと国会

議員、国会の役目になるので参議院選挙の告

示の前に腹をくくった対応をすべきだったの

だというような思いもありまして、残念な管

内の期成会の動きということで受けとめてい

るのですが、時間もありませんので、それら

も含めて町長としてどのように対応されよう

としているか、最後にお聞きいたしたいと思

います。

○議長（古舘繁夫君） 町長、答弁短めに、

簡潔にお願いします。

○町長（土谷耕治君） まさに今、おっ

しゃった御指摘をされたように、小さな町で

やっている、それが横の連携がなかなかでき

ないというところに忸怩たる思いが私自身も

実はあります。

ただ、それだけでいいのかという問題がや

はり残るので、これが締結されると大きな影

響があるということをやはり共通の認識にし

て取り組まなければいけないと、そんなふう

に思っております。

一番影響を受ける農業者は慎めという話で

したけれども、私、先日の５月３１日の北海

道新聞初め、全国紙見てびっくりしたのは、

ホクレンが意見広告を出していました、ＴＰ

Ｐをとめろと、先の見えない扉を開ける前

に、この国を失う前にと、農業が危ないので

はないのだと、日本が危ないのだという意見

広告を一面で出しておられました。

ですから決してＪＡが、農業者が慎んでい

るということではなくて、もうちょっとやは

り北海道全体を包んで大きなうねりにしてい

かなければいけないと、そのために私も声上

げますけれども、そのポジションにいないと

いうこともありますけれども、ただそうは

言っておれないのでしっかりとした声を上げ

ていきたいと思っております。

いずれにしろ、今、拮抗しておりますの

で、世論調査しても拮抗しているので、やは

り我々やるべきことはの私たちの町を守るた

めにどうするかという中で、しっかりともう

ちょっと町民の皆さんに理解をしていただい

て、そういったものが広がっていくことを期

待しながら、取り組みを諦めずに最後の最後

ので諦めずにさまざまな対応をとっていきた

いと、そういう思いでありますので御理解を

いただきたいと、そのように思います。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、２番大江道

男さんの一般質問を終わります。

これで、一般質問を終わります。

暫時休憩をいたします。

再開を１５時、３時といたします。

午後 ２時０２分 休憩

────────────────
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午後 ３時４２分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎議会運営委員長報告

○議長（古舘繁夫君） 先ほど、議会運営委

員会を開きましたので、委員長から、その結

果について報告を求めます。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君） 休憩中に議会運営

委員会を開催いたしましたので、その内容と

結果について報告いたします。

一つ目に、町長より追加議案として議案第

８２号美幌町長等の給与等に関する条例の一

部を改正する条例制定について、議案第８３

号美幌町教育委員会教育長の給与及び勤務時

間等に関する条例の一部を改正する条例制定

について、議案第８４号美幌町職員の給与に

関する条例の一部を改正する条例制定につい

て、議案第８５号美幌町一般職の任期付職員

の採用及び給与の特例に関する条例の一部を

改正する条例制定について、議案第８６号平

成２５年度美幌町一般会計補正予算第３号に

ついて、以上の５件が提出されましたので審

議することにいたします。

二つ目として、本年７月から来年の３月ま

での間、議員報酬を２％減額する美幌町議会

議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例制定についてを発議第

１号として議員提案することにしました。

なお、本日の議案審議が円滑に進んでいる

ことから、日程第１１ 議案第７８号美幌町

税条例の一部を改正する条例制定についての

次に、第３日目に予定していた議案第７９号

から議案第８１号までの議案３件、意見書案

第５号、報告第５号から報告第７号までの報

告３件、議員の派遣について、閉会中の継続

調査について、追加提案の議案第８２号から

議案第８６号、発議第１号、以上の日程をお

手元に配付した日程追加事件として、本日の

日程に追加することにしました。

なお、本定例会に付議された全ての案件

は、本日、第２日目で審議することになりま

すので、会期は当初の３日間から２日間へ変

更いたすことといたしました。

議員各位及び説明員、特に職員の皆様方に

はきょうの案件が終わるまで御協力を申し上

げて議会運営委員長の報告といたします。

─────────────────────

◎日程追加の議決

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

ただいま、議会運営委員会委員長から報告

があったとおり、日程第１１ 議案第７８号

美幌町税条例の一部を改正する条例制定につ

いての次に、議案第７９号平成２５年度美幌

町一般会計補正予算（第２号）について、議

案第８０号平成２５年度美幌町国民健康保険

特別会計補正予算（第１号）について、議案

第８１号平成２５年度美幌町水道事業会計補

正予算（第１号）について、議案第８２号美

幌町長等の給与等に関する条例の一部を改正

する条例制定について、議案第８３号美幌町

教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関

する条例の一部を改正する条例制定につい

て、議案第８４号美幌町職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例制定について、議

案第８５号美幌町一般職の任期付職員の採用

及び給与の特例に関する条例の一部を改正す

る条例制定について、議案第８６号平成２５

年度美幌町一般会計補正予算（第３号）につ

いて、発議第１号美幌町議会議員の議員報酬

及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例制定について、意見書案第５号不採算

地区病院の適用要件の改正に伴う特別交付税

の見直しに関する意見書について、報告第５

号平成２４年度美幌町一般会計予算繰越明許

費繰越計算書について、報告第６号財団法人

美幌みどりの村振興公社の経営状況報告につ

いて、報告第７号例月出納検査報告について

（２月～４月分）まで、議員の派遣について

及び閉会中の継続調査についてを日程に追加

し、追加日程第１から第１５までとし、それ

ぞれ議題にしたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、議案第７９号から議案第８６

号までの発議第１号、意見書案第５号、報告

第５号から報告第７号までの議員の派遣につ

いて及び閉会中の継続調査についてを日程に

追加し、追加日程第１から第１５までとし、

それぞれ議題とすることに決定しました。

─────────────────────

◎会議時間延長の議決

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

もはや４時近くになりましたが、あらかじ

め会議時間の延長をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、あらかじめ会議時間の延長を

することに決定しました。

─────────────────────

◎日程第３ 諮問第２号

○議長（古舘繁夫君） 日程第３ 諮問第２

号人権擁護委員候補の推薦についてを議題と

します。

直ちに提出者の説明を求めます。

町長。

○町長（土谷耕治君） 諮問第２号人権擁護

委員候補者の推薦について御説明を申し上げ

ます。

人権擁護委員野昭憲氏は、平成２５年９月

３０日をもって任期満了となるので、次の者

を候補者として推薦いたしたく、人権擁護委

員会法第６条第３項の規定により、議会の意

見を求めるというものでございます。

記。

住所、美幌町字美富１８８番地の４。

氏名、野昭憲さん。

生年月日、昭和２２年５月１９日でござい

ます。

引き続き、野さんを候補者として推薦いた

したいという内容でございます。

以上、御説明を申し上げました。よろしく

お願いをいたしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、諮問第２号人権擁護委員候補者

の推薦についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、諮問のとおり適任とする意見に賛

成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本件は諮問のとおり適任とす

る意見に決定いたしました。

─────────────────────

◎日程第４ 議案第７１号

○議長（古舘繁夫君） 日程第４ 議案第７

１号動産の取得についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の３

ページをお開きください。

議案第７１号動産の取得についてを御説明

申し上げます。

次のとおり、動産を取得するものとする。

記以下につきましては、参考資料で御説明

しますので、参考資料の１ページをお開きく

ださい。

資料１、議案第７１号関係。

凍結防止剤散布付トラック４トン級４×４

ダンプ型・シングルキャブを取得するもので

あります。

更新車両は、平成９年１０月購入車、経過

年数１６年の車両であり、今回、北海道市町

村備考資金組合の車両及び防災資機材の譲渡

事業により購入するものです。

購入機種の凍結防止剤散布付トラックにつ

いては、４トンダンプ４ＷＤを製作してお

り、かつオホーツク振興局内にアフターサー

ビス工場を有する販売店、東北海道日野自動
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車株式会社、東北海道いすゞ自動車株式会社

の２社を指名いたしまして、落札業者は東北

海道自動車株式会社北見支店、落札金額１,

４９６万２,５００円、落札率は９９.８％で

あります。

なお、散布機器につきましては選定いたし

ました車載形式で乾式のベルトコンベア式を

製作している範多機械株式会社のホッパー容

量２立方メートルを架装します。

納入場所は、美幌町字報徳７９番地、動産

の概要であります形式、主要諸元、性能、エ

ンジン、架装は記載のとおりであります。

取得の金額は、車体本体価格１,４９６万

２,５００円に北海道市町村備荒資金組合が

設定する利率で計算された利子分を加算した

額で、償還年数７年、借り入れ利率０.２％

で、引き渡し平成２５年１２月１６日、支払

い平成２６年１月１５日の場合の償還利子は

１０万３,３４６円、償還金合計金額は１,５

０６万５,８４６円となります。

取得の相手方であります。札幌市中央区北

４条西６丁目北海道自治会館内、北海道市町

村備荒資金組合、組合長寺島光一郎、譲渡決

定年月日、組合指定日、納入期限は平成２５

年１２月１６日であります。

以上、御説明いたしましたのでよろしくお

願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第７１号動産の所得につい

てを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は原案のとおり可決され

ました。

─────────────────────

◎日程第５ 議案第７２号

○議長（古舘繁夫君） 日程第５ 議案第７

２号動産の取得についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の４

ページをお開きください。

議案第７２号動産の取得についてを御説明

申し上げます。

次のとおり、動産を取得するものとする。

記以下につきましては、参考資料で御説明

しますので、参考資料の２ページをお開きく

ださい。

資料２、議案第７２号関係。

ロータリ除雪車除雪幅１.３メートル級を

取得するものであります。

更新車両は、平成４年１１月購入車４輪タ

イプで、経過年数は２１年の車両で今回、北

海道市町村備荒資金組合の車両及び防災資機

材の譲渡事業により購入をするものでありま

す。

購入機種のロータリ除雪車の仕様は、作業

効率及び運転手の安全性を確保するために

シャーピンレン装置とジョイスティックレー

バを選択しておりまして、この使用の機種を

製作かつオホーツク振興局内のアフターサー

ビス工場を有する販売店、株式会社日本除雪

機製作所、北海道川重建機株式会社の２社を

指名いたしまして、落札業者は北海道川重建

機株式会社北見支店、落札金額１,４２８万

円、落札率は９７.１％であります。

納入場所は、美幌町字報徳７９番地、動産

の概要であります型式、主要諸元、性能、機

関は記載のとおりであります。

取得の金額は、車体の本体価格１,４２８

万円に北海道市町村備荒資金組合が設定する

利率で計算された利子分を加算した額で、償

還年数７年、借り入れ率０.２％で、引き渡

し平成２６年１月３１日、支払い日、平成２

６年２月１５日の場合の償還利子は９万６,

２６２円、償還金合計金額は１,４３７万６,

２６２円となります。
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取得の相手方であります。札幌市中央区北

４条西６丁目、北海道自治会館内、北海道市

町村備荒資金組合、組合長、寺島光一郎。

譲渡決定年月日は組合指定日、納入期限は

平成２６年１月３１日であります。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第７２号動産の取得につい

てを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は原案のとおり可決され

ました。

─────────────────────

◎日程第６ 議案第７３号

○議長（古舘繁夫君） 日程第６ 議案第７

３号動産の所得についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

教育部長。

○教育部長（高木恵一君） 議案書の５ペー

ジでございます。

議案第７３号動産の所得について御説明申

し上げます。

次のとおり、動産を取得するものとする。

記以下につきましては、参考資料で御説明

申し上げますので、参考資料の３ページをお

開きいただきたいと思います。

資料３、議案第７３号関係。

美幌小学校教職員用コンピュータ機器とい

うことで、平成１９年度に導入しておりまし

たコンピューターでございますけれども、前

回の更新から６年を経過し、ハードディスク

やディスプレイなども不調が頻発しておりま

して、今年度更新をさせていただくものでご

ざいます。

納入場所は、美幌町立美幌小学校でござい

ます。

動産の概要でございますが、主なものとし

てノート型パソコン３１台、富士通製。型式

はＦＭＶＡ０３００７でございます。

デスクトップ型パソコンにつきましては４

台、富士通製、型式はＦＭＶＤ０５００３で

ございます。

主様関係ではＣＰＵ、コンピューターその

ものでございますけれども、官公庁、自治

体、教育機関業務用としてインテルＣｏｒｅ

ｉ３となっております。

ハードの容量でございますけれども、ノー

ト型パソコンでは３２０ギガバイト、デスク

型パソコンでは５００ギガバイトとなってお

ります。

ＤＶＤにつきましてはＲＯＭつき、再生機

能ということでございます。画面の大きさ

は、ノート型パソコンでは１５.６インチ、

デスク型パソコンでは１９インチとなってお

ります。

ソフトウェア関係では、ＷＩＮＤＯＷＳ

７、プロフェショナルダウングレードとして

おりまして、ネットワークシステム各ソフト

の初期設定から起動可能となる作業といたし

まして、これらのクライアントセットアップ

を含むものでございます。

サーバーにつきましては１台、富士通製、

型式プライマジー、ＴＸ１００Ｓ３となって

おります。

印刷機といたしましては、カラーレザープ

リンター１台、リコー製となっているところ

でございます。

入札年月日は、平成２５年６月６日でござ

います。

指名業者は、有限会社でんきのイシカワ

外、下記記載の１１業者でございます。

取得の金額、７９２万７,５００円で、落

札率は９９.１％でございます。

契約の相手方、網走郡美幌町字大通北３丁

目１２番地、株式会社久山商店。代表取締役



－ 77 －

久山邦徳であります。

契約保証金、免除。契約年月日、議会後本

契約による。納入期限は、本契約後７０日以

内とするものでございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願い申し上げます。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） 参考資料のほうの説

明の中でノート型パソコン３１台ということ

になっていますが、今、多くの意味でノート

パソコンは緊急用に使っていたというイメー

ジもありまして、事務用としては画面とキー

ボードが合体しているので、なかなかテーブ

ルに置く上ではいいのかなと思うのですけれ

ども、実務上はデスクトップ型のほうが目に

も、使い勝手もいいのかなという中で、今回

たまたまノート型パソコンということだった

のですけれども、今後、事務をやる上の適用

性を考えた場合、デスクトップ型のほうが機

能的にいいのかなと思うのですけれども、そ

の辺についての今後の検討の余地があるのか

どうか。

○議長（古舘繁夫君） 教育部長。

○教育部長（高木恵一君） ４台のデスク型

パソコンにつきましては、校長や事務職が使

う部分でございますけれども、先生方が使い

ますコンピューターにつきましては、電子黒

板でありますとか、プロジェクターを使って

授業を行うということがございまして、パソ

コンを教室から教員室から教室に持って使う

という場合がございまして、その場合はデス

ク型パソコンではなかなか対応ができないと

いうことで、先生方が使いますパソコンにつ

きましてはノート型ということで導入をして

おります。

よろしくお願いします。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで質疑を終わり

ます。

これから、議案第７３号動産の取得につい

てを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は原案のとおり可決され

ました。

─────────────────────

◎日程第７ 議案第７４号

○議長（古舘繁夫君） 日程第７ 議案第７

４号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

策定についてを議題といたします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の６ページ

をお開き願いたいと思います。

議案第７４号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の策定について御説明申し上げま

す。

辺地に係る公共的施設の総合整備のための

財政上の特別措置等に関する法律第３条第１

項の規定に基づき、美和・栄森辺地に係る公

共的施設の総合整備計画を別紙のとおり定め

るということでございます。

辺地の総合整備計画の策定につきまして

は、辺地法に基づく辺地対策事業として公共

施設の整備を行おうとする場合、当該辺地に

係る総合整備計画を定め、議会の議決を得て

総務大臣に提出しなければならないことと

なっているところでございます。

この計画を提出することにより、その地域

内で事業を実施する場合、事業に係る地方債

は辺地対策事業債が認められ、町債償還金の

８０％について交付税措置がなされるもので

あります。

それでは、次の７ページをごらんいただき

たいと思います。

美和・栄森辺地につきまして、平成２５年

度から平成２９年度までの５年間の新たな計
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画を策定しようとするものであります。

このページの一番下の表をごらんいただき

たいと思います。公共的施設の整備計画の欄

でございますが、施設名といたしまして下水

道、個別排水処理施設、これは５戸分でござ

いますが、その事業。それから次の道営土地

改良事業負担金、最後に公民館といたしまし

て、公民館建設補助金、これは本年度予定し

ております美和南公民館の建設分でございま

す。

この３事業について、総合経営事業費３,

１８０万円、特定財源１１５万円、一般財源

が３,０６５万円で、辺地債の予定額といた

しまして２,０６０万円を計画しようとする

ものでございます。

以上、美和・栄森辺地に係る５カ年の総合

整備計画の策定につきまして御説明を申し上

げ、議案第７４号の説明といたしますので、

よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第７４号辺地に係る公共的

施設の総合整備計画の策定についてを採決し

ます。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第８ 議案第７５号

○議長（古舘繁夫君） 日程第８ 議案第７

５号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

変更についてを議題とします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の８ページ

をお開き願いたいと思います。

議案第７５号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の変更について御説明申し上げま

す。

辺地に係る公共的施設の総合整備のための

財政上の特別措置等に関する法律第３条第９

項の規定に基づき、駒生・登栄辺地、豊富辺

地、古梅辺地に係る公共的施設の総合整備計

画を別紙のとおり変更するということでござ

います。

それでは、次の９ページをごらんいただき

たいと思います。

９ページの駒生・登栄辺地、さらに次の

ページ、１０ページの豊富辺地、次の１１

ページの古梅辺地において、平成２６年度か

ら福豊小学校が統合することに伴いまして、

スクールバス１台をこの３辺地で運行するた

めの整備計画の変更をするものでございま

す。

まず、９ページの駒生・登栄辺地の総合整

備計画案の一番下の表、公共的施設の整備計

画の欄をごらんいただきたいと思います。

施設名のうち、一番下の行になりますが、

スクールバスにつきまして、平成２５年度に

整備するために今回、計画に追加をするもの

で、２９人乗りマイクロバス１台分、事業費

で７６５万１,０００円、特定財源２５０万

円、一般財源５１５万１,０００円、このう

ち起債対象外が１０万円であり、辺地対策事

業債が充当率１００％であることから、５０

０万円となっております。

このことにより、駒生・登栄辺地に係る総

合整備計画の事業費を括弧書きにありますよ

うに、事業費を７,２９５万１,０００円、特

定財源２,７７２万６,０００円、一般財源

４,５２２万５,０００円で、このうち辺地対

策事業債を３,４４０万円とするものでござ

います。

次に、１０ページの豊富辺地でございま

す。これも同様のスクールバスの追加により

括弧書きにありますように事業費を１,７６

５万１,０００円、特定財源３５０万円、一



－ 79 －

般財源１,４１５万１,０００円で、このうち

辺地対策事業債を８００万円とするものでご

ざいます。

次に、１１ページの古梅辺地につきまして

も、同様のスクールバスの追加によりまし

て、計画の事業を括弧書きにありますよう

に、事業費６,６１５万１,０００円、特定財

源２,７７２万６,０００円、一般財源３,８

４２万５,０００円で、このうち辺地対策事

業債を２,７６０万円とするものでございま

す。

以上、駒生・登栄辺地及び豊富辺地並びに

古梅辺地に係る総合整備計画の変更につきま

して御説明を申し上げ、議案第７５号の説明

といたしますので、よろしくお願いいたしま

す。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第７５号辺地に係る公共的

施設の総合整備計画の変更についてを採決し

ます。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第９ 議案第７６号

○議長（古舘繁夫君） 日程第９ 議案第７

６号北海道市町村総合事務組合規約の変更に

ついてを議題とします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の１２ペー

ジをお開きいただきたいと思います。

議案第７６号北海道市町村総合事務組合規

約の変更について、御説明を申し上げます。

地方自治法第２８６条第１項の規定によ

り、北海道市町村総合事務組合規約を次のと

おり変更するということで、変更内容につき

ましては参考資料で御説明いたしますので、

参考資料の４ページをお開きいただきたと思

います。

改正目的でありますが、北空知圏学校給食

組合の加入に伴いまして、北海道市町村総合

事務組合規約を変更しようとするものであり

ます。

改正内容につきましては、別表第１及び第

２に北空知圏学校給食組合を加えるというも

のでございまして、平成２５年３月１９日付

で北空知圏学校給食組合が特別地方公共団体

の許可を得まして、この組合が今回、北海道

市町村総合事務組合に加入することに伴いま

して、今回、規約を変更しようとするもので

ございます。

根拠法令等は、地方自治法、施行日は総務

大臣の許可の日からということでございま

す。

以上、御説明を申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第７６号北海道市町村総合

事務組合規約の変更についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１０ 議案第７７号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１０ 議案第

７７号北海道町村議会議員公務災害補償等組

合規約の変更についてを議題とします。
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直ちに、提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の１３ペー

ジをお開き願いたいと思います。

議案第７７号北海道町村議会議員公務災害

補償等組合規約の変更について御説明を申し

上げます。

地方自治法第２８６条第１項の規定によ

り、北海道町村議会議員公務災害補償等組合

規約を次のとおり変更するということで、変

更内容につきましては参考資料９ページをご

らんいただきたいと思いますが、先ほどの議

案第７６号と同じく、北空知圏学校給食組合

が当組合に加入することに伴い、規約を変更

しようとするものでございます。

根拠法令につきましては、地方自治法、施

行日につきましては総務大臣の許可の日とい

うことでございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第７７号北海道町村議会議

員公務災害補償等組合規約の変更についてを

採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１１ 議案第７８号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１１ 議案第

７８号美幌町税条例の一部を改正する条例制

定についてを議題とします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の１４ペー

ジをごらんいただきたいと思います。

議案第７８号美幌町税条例の一部を改正す

る条例制定について御説明を申し上げます。

美幌町税条例の一部を改正する条例を次の

ように制定しようとするということで、改正

内容につきましては参考資料で御説明いたし

ますので、参考資料の１８ページをごらんい

ただきたいと思います。

今回の改正目的でありますが、地方税法の

一部改正に伴いまして、所要の税条例の一部

を改正しようとするものでございます。

改正内容につきましてですが、まず町民税

の１点目は、ふるさと寄附金を行った場合の

町民税における税額控除について、今までは

このふるさと寄附金については所得税と町民

税の控除によって寄附金額のうち２,０００

円を超える部分について全額控除される仕組

みとなっておりましたが、平成２５年度から

新たな課税として復興特別所得税が課税され

るわけですが、これの税金につきましても寄

附金控除が対象となったことに伴いまして、

町民税におけるこの税額控除が減額となるこ

とから、復興特別所得税にかかる控除額をこ

の町民税の税額控除に加算をする措置を講

じ、町民税が増額とならないことを行おうと

するものでございます。

施行日につきましては、平成２６年１月１

日からでございます。

次の、住宅ローン控除につきましては、現

在、この控除につきましては平成２５年１２

月入居までの期限となっておりますことか

ら、これを平成２９年の１２月までに延長す

るとともに、平成２６年４月から消費税率の

引き上げに伴う影響を平準化する観点から、

控除の率、それから限度額を引き上げて緩和

をしようとするものでございます。

施行日は、平成２７年１月１日からであり

ます。

次、３点目につきましては、東日本大震災

の関係でありますが、居住用家屋の相続人が

当該家屋の敷地を譲渡した場合に相続人が所



－ 81 －

有していたことと見なして課税の特例を適用

する措置でございます。

これは、施行日は平成２６年１月１日でご

ざいます。

次の４点目、住宅ローン控除につきまして

も、東日本大震災の関係でございますが、居

住用住宅が東日本大震災により滅失、または

損壊等を受けた場合、これをさらに再取得、

あるいは増築、増改築等を行った場合の住宅

ローン控除についても、先ほどと同様の措置

を講じるものとするものでございます。

施行日は、平成２７年１月１日からでござ

います。

次は、２点目、固定資産税、都市計画税及

び特別土地保有税であります。

１点目は、独立行政法人森林総合研究所が

行う一定の事業について特例の措置を廃止す

るものでございますが、これは適用対象が皆

無となったために廃止をするという改正でご

ざいます。

施行日は公布の日からでございます。

２点目は、都市再生特別措置法上の都市再

生安全確保施設について、同法の規定する管

理協定が締結された備蓄倉庫について特例措

置を講じるものでございます。

施行日は、公布の日からでございます。

次、３点目、国民健康保険税であります

が、国民健康保険から後期高齢者医療制度に

移行する場合に、軽減判定所得の算定の特例

を恒久化し、特定世帯にかかる世帯別平等割

額を最初の５年間、２分の１減額する現行措

置に加えて、その後も３年間、４分の１減額

措置を講じるものでございます。

施行日は公布の日からでございます。

４点目、その他といたしまして、国税にお

ける延滞税及び還付加算金の見直しに伴いま

して、地方税においても延滞金及び還付加算

金の利率の引き下げを講じるものでございま

して、内容は記載のとおりでございます。

施行日は、平成２６年１月１日からでござ

います。

最後に、地方税法の改正に伴う引用条項及

び字句の整理を行おうとするものでございま

す。

根拠法令は地方税法であります。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 参考資料の１９ペー

ジ目のその他の（１）の今回の延滞税還付加

算金見直しというのは、現状の金利考えた場

合に当然、引き下げだと思うのですけれど

も、町長にお尋ねしたいのですけれども、こ

れらの引き下げについて北海道町村会だと

か、全国町村会でこれらの引き下げについて

何か要望していたとか、そのようなことで引

き下げになったのか、私は以前から非常に高

いなという感じを思っていたものですから、

町村会等を通じてそういったようなことを国

に働きかけたとか、そういったことはなかっ

たのかどうか。

それと現状でも引き下げになっても私は、

例えば延滞金の現状のやつでいうと９.３と

いうのも、これは滞納するほうから言えばあ

る程度ペナルティーはやむを得ないと思うの

ですけれども、それにしても高いのではない

のかと、利率的にですね。そんな感じを持っ

ているものですから、もしそういうことが全

国的な動きの中でもしあったとすればお聞か

せいただきたと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今、ちょっと資料が

なくて、その中に項目に入っていたかどうか

ちょっと今、定かでありませんけれども、現

実にあわせるということになると、もう

ちょっと今、長期金利含めて安くなっている

ということだと思いますけれども、これはペ

ナルティーの一種で考えると、こういう９.

３５に１４.６が果たしていいのかどうかと

いうのもちょっと議論が分かれるところであ

りますけれども、いずれにしましても税法の

改正に伴うので我々としてはそれに従った形
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で今回、変更をお願いするということです。

ちょっと、全国町村会だとか、そういう組

織でやっていたかどうかについてはちょっと

定かではありませんので、今、お答えちょっ

とできませんけれども、後ほど調べましてわ

かればまたお知らせしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで質疑を終わり

ます。

これから、議案第７８号美幌町税条例の一

部を改正する条例制定についてを採決しま

す。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎追加日程第１ 議案第７９号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１ 議案

第７９号平成２５年度美幌町一般会計補正予

算（第２号）についてを議題とします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 議案の２１ペー

ジをお開きいただきたいと思います。

議案第７９号平成２５年度美幌町一般会計

補正予算（第２号）について御説明申し上げ

ます。

平成２５年度美幌町の一般会計補正予算

（第２号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出

それぞれ１億７,８５６万４,０００円を追加

し、歳入歳出それぞれ９６億３,３５０万円

とする。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明を申し上げます。

地方債の補正。

第２条、地方債の追加は「第２表 地方債

補正」で御説明を申し上げます。

それでは、２４ページをお開きいただきた

いと思います。

第２表、地方債補正について御説明申し上

げます。

起債の目的でありますが、緊急防災減災事

業ということで、新たに７,１５０万円の予

算化をお願いするものでございます。

これにつきましては、地方財政計画におき

まして、特別枠といたしましてこの本事業が

設定をされました。本事業は充当率１００

％、交付税措置率７０％の地方単独事業であ

りまして、本町では御承知のとおり、本年３

月、地域防災計画を全面的に見直しをしまし

て、早急に防災減災事業に取り組んでいくこ

ととしていることから、積極的にこの事業を

活用し、地域住民の安心、安全なまちづくり

を推し進めようとするものでございます。

事業の内容は、避難所における非常用電源

の整備のほか、暖房器、照明器具、簡易トイ

レ、低地における避難所の防災強化として発

電機、排水ポンプ、照明器具の整備、また防

災資機材の備蓄倉庫を設置するものでありま

して、総事業費７,１５５万５,０００円のう

ち、７,１５０万円を起債に求めるものであ

ります。

このことによりまして、今回の補正によ

り、今年度の地方債総額を５億６,１８０万

円とするものであります。

それでは次に、３３ページをお開き願いた

いと思います。

歳出でございます。

まず、総務費の一般管理費、職員研修事業

費の特別旅費と職員研修負担金の増額補正で

ございますが、これにつきましては新規採用

職員並びに主査職、管理職等の昇任者の増に

伴う研修費の増額をお願いしようとするもの

でございます。

次の、企画費の政策推進事業費の積立金２

６万５,０００円につきましては、４月１日
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以降のふるさと寄附金の分でございまして、

今回の補正によりまして年度末基金残高は

８,５７５万７,０００円となる見込みでござ

います。

次の住民活動推進事業費のその地の備品、

１００万５,０００円でございますが、これ

は５月１５日に東３条南２丁目にお住まいの

中川重蔵様から町のために役立ててほしいと

１００万円の御寄付をいただきましたので、

老朽化をした各種行事用のテントを購入しよ

うとするものでございます。

次の、防災活動推進事業費の消耗品５６万

９,０００円は、この段の一番下にあります

機械器具の中に排水ポンプが後ほど説明をし

ますが、この排水ポンプにかかるホース類の

消耗品等でございます。

その下の業務等委託料の防災資機材備蓄倉

庫設置委託料につきましては、２,６６７万

円でございますが、先ほど地方債補正で御説

明をいたしました備蓄倉庫でありまして、軽

量鉄骨造１８０平方メートルの倉庫でござい

ます。

次の、防災情報配信システム設定業務委託

料７７８万３,０００円につきましては、平

成２４年度の国の経済対策の補正予算に計上

されました全国瞬時警報システム、通称ジェ

イアラート、これの整備にかかる交付金につ

いて、エリアメール、このシステム、これは

この地域に入ってこられた方にメールを一斉

配信するものですが、これが交付金の対象で

ありまして、補助率は１０分の１０でありま

す。

これも要望いたしておりましたところ、こ

のたび決定をされたということで、今回、実

施するものでありますが、あわせて登録メー

ルということで、これは事前に登録をしてい

た方のアドレスに配信をするものでありまし

て、場所を問わずそのメールアドレスを配信

をするということで、これは単独事業になり

ますが、これとあわせて今回、整備をしよう

とするものであります。

なお、エリアメール、補助事業でございま

すが、１０分の１０の補助率でございます

が、これは６２７万９,０００円の事業、登

録メールシステム、これは町単費であります

が、１５０万４,０００円の事業費となって

おります。

次に、機械器具４,４８８万５,０００円で

ありますが、地方債の補正で御説明いたしま

した避難所の設備の整備費でございまして、

先ほどの御説明した設備を整備しようとする

ものでございまして、この機械器具の今回の

予算額と一つ上にあります委託料の備蓄倉庫

の分を足しますと、先ほど起債事業のほうで

言いました緊急防災減災事業費７,１５５万

５,０００円となるものでございます。

次の社会福祉総務費の積立金１万円でござ

いますが、これはふるさと寄附金のうち、福

祉基金に積み立てるものでございまして、こ

れにより福祉基金の年度末残高は３億４６５

万５,０００円となる見込みでございます。

次の一番下でありますが、子育て支援セン

ター事業費の減額と次のページ、保育園運営

事業費の増、季節保育所運営事業費の減、へ

き地保育所運営事業費の増、これにつきまし

ては人事異動に伴う予算の組みかえでござい

ます。

その次の林業推進事業費の町産材活用促進

事業補助金１,０８４万円の増額でございま

すが、これは申し込み実績に伴う増額であり

まして、当初予算では１５棟３００立方メー

トル分を見ておりましたが、申し込みが２８

棟、５７１立方メートルになったことから、

２７１立方メートルについて、１立方メート

ル当たり４万円の増額をお願いしたいという

ものでございます。

なお、財源につきましては２分の１が社会

資本整備総合交付金でございます。

一番下になります、町有林造林事業費の車

両、２９９万３,０００円の増額でございま

すが、これにつきましては平成１７年５月に

無償譲渡を受けて町有林、造林のために使用

しておりましたグラップル付の油圧ショベル

が故障いたしまして、修理不能となったこと



－ 84 －

から、今回、平成１６年式の中古機械を購入

するものでございます。

次に、３７ページをお開きいただきたいと

思います。

一番上の商工振興推進事業費の美幌商工会

議所創立６０周年記念事業補助金、３０万円

でございます。これにつきましては、本年、

商工会議所創立６０周年を迎えるということ

から記念事業を行う中で、当初、予定をして

いなかった記念誌につきまして、３月２８日

の通常議員総会で作成するということで決定

となったことから、美幌町労働及び商工振興

対策補助金交付要綱により、その２分の１補

助するということで申請がありましたので、

今回、補正をお願いしようとするものでござ

います。

次の、観光宣伝対策事業費、長期滞在型観

光メニュー等作成委託料１００万円でござい

ます。これは、５月２３日付で北海道観光振

興機構の負担金支給が決定を受けまして、こ

れは補助率１０分の１０でございます。これ

を活用して美幌町の魅力を再発見し、終結

し、そして長期滞在型観光地づくりのメ

ニュー作成事業を実施しようとするものでご

ざいます。

次に、イベント推進事業費の夏祭り補助金

２５万円の増額でございます。この補助金に

つきましては、本年度の夏祭りであります

が、昨年までは盆踊りと納涼花火大会を行っ

ておりましたが、本年はこれに加えてＢ級グ

ルメイベントを実施し、さらに活気ある町づ

くりとする計画を実行委員会で持っているこ

とから、北海道市町村振興協会の事業であり

ます、生き生きふるさと推進事業、これは事

業費の下限が１００万円となっています。こ

の２分の１の助成を活用することができるこ

とから、今回、町補助金、当初予算７５万円

で見ておりましたが、２５万円を追加して１

００万円の下限として増額をするものでござ

います。

そして、５０万円の補助金をいただくこと

によって、町の負担金は逆に２５万円減額と

なるものでございます。

次に、消費者対策事業費の特別旅費１９万

９,０００円の増額と消費者生活支援業務委

託料４４万２,０００円の増額でございます

が、これは平成２４年度の国の経済対策補正

予算に計上されました消費者行政活性化事業

の採択により生活相談員の研修費用を増額す

るものでありまして、補助率は１０分の１０

でございます。

先ほど、長期滞在型観光メニュー等の作成

委託料１００万円の増額でありますが、補助

率は２分の１に訂正をお願いしたいと思いま

す。

次に、広域事務組合負担事業費の美幌・津

別広域事務組合負担金、１,２３５万４,００

０円の増額でございます。これは、高規格救

急自動車の補助採択によりまして、補助残の

負担金を増額をしようとするものでございま

す。

ちなみに事業費は２,８０７万１,０００

円、補助金は１,５７１万７,０００円であり

ます。

次の、町民会館維持管理事業費修繕料、１

１４万８,０００円の増額でございますが、

これは町民会館の食堂の厨房排気ダクトの経

年劣化に伴いまして、防火上危険であること

が判明したことによりまして、急遽、改修を

するための増額をお願いするものでございま

す。

一番下の図書館の活動促進事業費、消耗品

２７万円の増額でございますが、これは平成

２４年度にいただきました図書蔵書分の寄附

金としての３件分と今回、５月１１日に美幌

仏教振興会会長牧野康則様から図書館の蔵書

にと５万円の御寄付をいただいた分を合わせ

まして、今回、図書購入費として計上したい

というものでございます。

次に、３９ページをお開き願いたいと思い

ます。

一番上の文化財保護費の人夫賃等１８万円

の減額と自動車等借上料１８万円の増額につ

つきましては、日甜の倉庫の建設並びにビッ
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クハウスの建設に伴いまして、埋蔵文化財の

試掘調査の一部に重機を使用することに伴い

まして、予算の組みかえをしようとするもの

でございます。

次のスポーツ振興事業費の各種行事等報償

から、業務委託料の町民アンケート調査業務

委託料までを足しますと４７１万６,０００

円となりますが、この部分につきましては文

部科学省の委託事業でありますスポーツを通

じた地域コミュニティー活性化促進事業、事

業費４７５万９,０００円でありますが、こ

れは全額国庫からの委託金で賄うものでござ

います。

これが事業採択されたことから、大学企業

等を活用した各種スポーツ教室、企業等の人

材を活用したスポーツイベントの開催や大学

のスポーツ専門分野の研究による政策的な指

導助言と調査研究を行い、今後の美幌町のス

ポーツ振興政策の参考とするものでございま

す。

その次の積立金６,３００万円であります

が、これは５月の臨時会の平成２４年度一般

会計補正予算の専決処分で御説明をいたしま

した、平成２４年度の決算見込みによりパー

クゴルフ場及び室内ケートボール場施設整備

基金積立財源として、公共施設整備基金に積

み立てをしました６,３００万円の今回、積

みかえをするものでございます。

これによりまして、年度末の基金残高は２

億９８万５,０００円となる見込みでござい

ます。

それでは次に、歳入を御説明いたしますの

で、議案の２９ページにお戻り願いたいと思

います。

一番上の段の社会資本整備総合交付金の増

５４２万円は歳出で説明いたしました町産材

活用促進事業にかかる部分で、補助率２分の

１の部分でございます。

次の、スポーツを通じた地域コミュニ

ティー活性化促進事業委託金４７５万９,０

００円では、保健体育費で説明いたしました

委託金でございます。

次の防災情報通信設備事業交付金、６２７

万９,０００円は、歳出で説明いたしまし

た、通称ジェイアラート整備の交付金対象で

あるエリアメール整備にかかる１０分の１０

の交付金で、平成２４年度の国の補正予算の

事業でございます。

次の消費者行政活性化事業補助金６４万

１,０００円が、消費者対策費で御説明いた

しました生活相談員の研修費について平成２

４年度の国の補正予算が採択されたことに

伴って交付されるものでございます。

次の一般会計寄附金の増、１００万円であ

りますが、これも先ほど説明いたしました中

川重蔵様からの寄附金でございます。

その下のふるさと寄附金の増、２７万５,

０００円は４月１日以降のふるさと寄附金、

３６件分でございます。

次の、図書費寄附金の増５万円でございま

すが、これも先ほど説明いたしました美幌仏

教振興会様からの寄附金でございます。

次の公共施設整備基金繰入金の増、６,３

００万円につきましては、先ほど保健体育費

で御説明いたしました基金の積みかえでござ

います。

ふるさとづくり基金繰入金の減、２５万円

の減でございます。これは歳出の観光費イベ

ント推進事業費で御説明いたしました夏祭り

補助金について、生き生きふるさと推進事業

の助成金を受けることによる減額でございま

す。

財政調整基金繰入金の増、２,４３９万円

は今回の補正の財源を財政調整基金に求める

ものでございまして、年度末基金残高は９億

７,２４０万３,０００円となる見込みでござ

います。

その下、長期滞在型観光地づくり支援事業

負担金１００万円でございますが、これは歳

出の観光費で御説明いたしました北海道観光

振興機構からの負担金でございます。

一番下の生き生きふるさと推進事業助成金

５０万円は、観光費のイベント推進事業で御

説明いたしました夏祭り補助金について、生
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き生きふるさと推進事業助成金を受けること

に伴いまして、今回、新たに増額をするもの

でございます。

次に、３１ページをお開きいただきたいと

思います。

町債でありますが、町債につきましては先

ほど第２表 地方債補正で御説明をいたしま

したので、説明は省略させていただきます。

以上、御説明申し上げましたのでよろしく

お願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

１３番大原昇さん。

○１３番（大原昇君） ３５ページ、一番下

の町有林造林事業費の増の車両取りかえ、先

ほど説明の中でグラップル付のショベルが壊

れたので入れかえたということですけれど

も、これはグラップルがいかれたのか、それ

とも入れかえが本体自体全てを入れかえたの

かをちょっとお伺いしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（広島学君） 今回、補正で購入

をさせていただくものにつきましては、昭和

５８年式、提供を受けて８年使用していまし

たユンボの本体が故障して、それがもう部品

等がないということでグラップルも含めて使

用不可能ということで、５８年式のユンボで

ございます。昭和５８年式でございます。も

う３０年経過をしているものでございまし

て、修理するにも部品等がないので本体の修

繕ができないということから、今回、あわせ

てショベルとグラップルを購入をするもので

ございます。

○議長（古舘繁夫君） １３番大原昇さん。

○１３番（大原昇君） てっきりグラップル

だけが壊れて、グラップルを買ったのかなと

は思ったのです。

今の説明ですと本体も含めてグラップル付

の車両を買ったということだったものですか

ら、これであれば値段的には相当安いなと

思っております。

ただ、この機械がやはり１６年式、約１０

年前、相当傷んでいるのかなとは思っている

のです。となると、これはやはり高い買い物

ですから、このときの中古のやはり何を買っ

ていても、乗用を買っても保証というものが

あると思うのです。その辺の買い方、保証付

きなのか、あるいは後で１年なら１年の面倒

を見てくれるのかというような保証ですけれ

ども、その辺の買い方というのはちょっと教

えていただければと思います。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（広島学君） 今回、購入に際し

まして保証等につきましては、まず点検整備

を実施をして引き渡しをいただくというのが

１点と、保証期間については３カ月というこ

とで考えております。

引き渡しにつきましては、町有林、古梅で

の町有林での引き渡しということで進めてい

きたいというふうに考えております。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） ３３ページ、総務費

の住民活動推進費のその他備品の１００万

５,０００円について。

先ほどテントという話だったのですけれど

も、住民活動のほうでいろいろなテントだと

か、テーブルだとかが古くなっているのもあ

るのかなと、今回、テントという話なもので

すから、このテントがどのようなテントで、

どのぐらいの量なのか、このテントを選んだ

理由が優先順位がテントだったのかというこ

とを聞きたいのです。

ちなみに、いろいろな活動の中でテーブル

が相当数傷んでいるということで、各いろい

ろんイベントのときもテーブルについての苦

情なり、逆に言えば壊れているので取り扱い

も相当悪くなっているのかなと思いますけれ

ども、このテントを選んだ理由とテーブルを

選ばなかった理由をお願いします。

○議長（古舘繁夫君） まちづくり主幹。

○まちづくり主幹（小西守君） ただいま御

質問の行事用テントについてでございます
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が、内容につきましては競技用テントの天

幕、上部の三角の部分の天幕でございます。

これが１８張りといいますか、１８枚、それ

と横幕としまして、横幕が５枚でございま

す。あわせて、支柱等で破損している支柱に

ついても補充をするものでございます。

テントを選んだ理由でございますが、寄付

者の御意向として町民の方に利用できるよう

なものをそろえたもので活用していただきた

いということでありました。

行事用テントにつきましてはふるさと祭

り、また和牛祭り等、さまざまな行事の中で

利用されておりますが、購入が平成４年、ま

たは平成７年ということでかなりの期間を

使っておりまして大分傷んでおります。ま

た、公式的な行事のときに使う際も大分傷ん

でいるということで、そのテントを購入しよ

うというものでございます。

それから、御質問のテーブルについてでご

ざいますが、テーブルにつきましてもそうい

う傷み等もありますが、優先としましてテン

トを今回、選定したものでございます。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） たまたまイベント等

で使っていまして、背の低いテント、背の高

いテントがありまして、どちらかというと背

の低いテントも古くはないのですけれども、

混合して使いにくい場面もあるのですけれど

も、このテントにつきましてはイベント等で

いろいろな自治会なり会が使いますけれど

も、撤収のときにたたみ方が悪いだとか、雨

のついたままたたむだとか、そういうことで

借り手側のほうもきちんとした取り扱いをし

ていない場合もあるのかなと思うのです。

また、ここでもう１回聞きたいのですけれ

ども、この新しいテントと古いテントもある

のですけれども、イベントのときに焼き鳥だ

とか、油物だとか使うときに相当傷みが激し

いのですけれども、そういうふうな仕分けを

してテントを長く使えるようにするだとか、

支柱も投げて運ぶだとかというのがあるので

すけれども、そういう管理だとか、維持の部

分について実際、買うことはいいのですけれ

ども、その辺の管理状態について何か方向性

なり、今回新しいのに入るものですから汚く

使ったらすぐ汚れますので、何かそういう指

針等、新たな取り組みがあるかどうか。

○議長（古舘繁夫君） まちづくり主幹。

○まちづくり主幹（小西守君） ただいま御

質問のありましたテントの貸し出しについて

の状況でございますが、油物を自治会の行事

等で油物を使うときには古いテントを貸し出

すこととしています。

それで、貸し出しの際、または返却の際は

職員が現在、旧給食センターで行っておりま

すが、そちらに出向きまして職員が確認をし

て引き渡し、または引き受けをするというこ

とでございます。

そういう中で、利用の際の注意も促しなが

ら行っているということで、今回、新しくす

るものでありますから、なお一層その点を利

用者にお願いをする、啓蒙啓発していくとい

うことで考えております。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） まず、３点ありまし

て、３３ページの防災資機材等備蓄倉庫の設

置委託料と、それから次は３７ページの長期

滞在型観光メニュー等の作成委託料と、最後

ですが３９ページのスポーツ振興事業の積立

金について御質問したいと思います。

１点目の防災資機材の備蓄倉庫というの

は、１８０平方メートルで鉄骨というような

説明を受けたので、ここの設置場所がどこを

予定しているのかお尋ねしたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 今、車両セ

ンターに普通の倉庫がありますけれども、そ

こに並列した形の部分で設置を考えておりま

す。

○議長（古舘繁夫君） ４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 次に２点目の長期滞

在型観光メニュー等の作成委託料というの
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は、これは具体的にどのようなことをやるの

か、その詳細についてもう少し詳しく御説明

いただきたい思います。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（広島学君） 観光の推進につき

ましては、一応、美幌峠を中心として今まで

取り組みを進めてきております。

従来から通過型観光から滞在型観光へとい

う御指摘がある中で、近年の観光客のニーズ

として体験観光ですとか、そういったニーズ

が高まってきているということがございまし

て、町内において滞在をしてもらいながら観

光を楽しんでいただくというためのメニュー

づくりＰＲを委託をしているものでございま

す。

具体的な内容といたしましては、町内各観

光資源をもう１回、再発掘をいたしまして、

それを活用した滞在型プログラムを作成をす

ると、そのプログラムを基本としたポス

ター、あるいはそのパンフレットを作成、そ

れからＰＲ及びホームページ、ラジオ等での

情報発信を予定をしているところでございま

す。

長期滞在型の観光でございますから、町内

宿泊施設で５連泊以上をする観光客をという

ことで想定をさせていただいております。

○議長（古舘繁夫君） ４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） せっかくいい取り組

みですので、ぜひ周辺の町村から見るとなか

なか美幌町、いろいろな情報発信しているの

でしょうけれども、ちょっとおくれをとって

いるのかなという感じもいたしますので、ぜ

ひこの事業を通じて有効な滞在型に結びつく

ように努力をしていただきたいと思います。

次に、最後の質問でありますけれども、こ

の積立金、６,３００万円積んで、これは先

ほども総務部長も説明あったように、パーク

ゴルフ場のほかに室内ゲートボール場の施設

整備、これも含んだ基金だというふうに承知

しておりますけれども、今回の一般質問でも

パークゴルフ場についての質疑が中心、一般

質問であったのですが、ところで室内ゲート

ボール場というのは、町長はこの基金の中に

はその目的に入っているということで十分承

知しているのですけれども、これらについて

何か具体的に検討をされているのか、あるい

はパークゴルフ場の分と室内ゲートボール場

とか、そのようなことでの基金の管理を何か

現状で考えられているのか、その辺について

ちょっとお尋ねします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 十分、認識しており

ますし、室内ゲートボール場も決して忘れて

いるわけではありません。

それで、いろいろな施設の利用ということ

も協会のほうから言われていまして、美幌町

内で空きといいますか、そういうところもい

ろいろと検討したのですけれども、なかなか

室内ゲートボール場になると、空き施設にな

ると構造柱が立っていたりしてなかなか難し

いというようなこともあるのですけれども、

決して忘れているわけではありませんので、

両方の施設ということで、まずは脚光を浴び

ているのがどちらかというとパークゴルフ場

になっているので、そちらの論議あると思い

ますので、決して忘れているわけではありま

せんので、御理解をいただきたいと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） ４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 忘れていないという

ことはもちろんわかってはいますけれども、

ぜひ私は室内ゲートボールという基金の名称

にはなってはいますけれども、いわゆる多目

的な長期間、やはり運動不足のときにできる

ような、そのようなこともやはり視野に入れ

ながら健康増進に結びつくようなことをぜひ

パークゴルフに負けず、こういう室内ゲート

ボールのことも町内でぜひ要望になったらお

かしいですけれども、ぜひ頭に据えて御検討

いただければと、特に答弁は要りません。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 私も毎年、案内をい

ただいて大正橋のゲートボール大会に行くの

ですけれども、毎年ちょっと少なくなってい
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るなと、それも室内ゲートボール場がないか

らだんだん少なくなってくるというような御

指摘もいただいておりますので、決して忘れ

ておりませんので、順番もあると思います、

タイミングもあると思いますので、しっかり

とした取り組みをしていきたと、そのことで

またゲートボールの愛好者の人口がふえてい

けばパークゴルフ場、そして室内ゲートボー

ル場ということで、できれば高齢者の方が本

当に冬も運動できるというようなことで、健

康づくりにもなると思いますので、そういっ

たことも配慮していきたと、そのように思っ

ております。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで質疑を終わり

ます。

これから、議案第７９号平成２５年度美幌

町一般会計補正予算（第２号）についてを採

決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎追加日程第２ 議案第８０号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第２ 議案

第８０号平成２５年度美幌町国民健康保険特

別会計補正予算（第１号）についてを議題と

します。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 議案の４１ペー

ジでございます。

議案第８０号平成２５年度美幌町国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）について御

説明いたします。

平成２５年度美幌町国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳

出それぞれ１９４万９,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２

９億５,７９０万９,０００円とする。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明いたします。

今回の補正予算につきましては、職員の出

産及び育児休暇に伴う代替職員の雇用を行う

ことによる増額補正でございます。

以上、御説明いたしました、御審議賜りま

すようよろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第８０号平成２５年度美幌

町国民健康保険特別会計補正（第１号）につ

いてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎追加日程第３ 議案第８１号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第３ 議案

第８１号平成２５年度美幌町水道事業会計補

正予算（第１号）についてを議題とします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の５３

ページをお開きください。

議案第８１号平成２５年度美幌町水道事業

会計予算（第１号）について御説明申し上げ

ます。

総則。
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第１条、平成２５年度美幌町の水道事業会

計補正予算（第１号）は、次の定めるところ

による。

今回の補正につきましては、再生可能エネ

ルギー等の地域資源を活用した災害に強い自

立分散型エネルギーシステムの導入を行うも

ので、道補助金再生可能エネルギー等導入推

進基金事業により、日並浄水場に小水力発電

施設の整備のための補正を行うためでありま

す。

業務の予定量の補正。

第２条、平成２５年度美幌町水道事業会計

予算第２条に定めた業務の予定量を次のとお

り補正する。

日並浄水場小水力発電施設整備事業。補正

予定量は６,５５０万円であります。

資本的収入及び支出の補正。

第３条、予算第４条括弧書きを、「資本的

収入額が資本的支出額に対し不足する額、１

億７,２０９万５,０００円は過年度損益勘定

留保資金で補填するものとする」に改め、資

本的収入及び支出の予定額につきましては、

補正予算実施計算書及び説明書で御説明申し

上げますので５５ページをお開きください。

補正予算実施計画書及び説明書。

資本的収入及び支出の収入であります。

道補助金４,３００万円は、再生可能エネ

ルギー等導入推進基金事業補助金でありま

す。

次に、５７ページをお開きください。

資本的収入及び支出の支出であります。

普通旅費１４万円は、補助申請工法協議実

績報告を計上しております。

その下、３１０万円は日並浄水場小水力発

電施設整備事業実施設計委託料で流量、容量

計算、数量、設計図書資料を作成するもので

あります。

その下、６,５５０万円の工事費につきま

しては、参考資料で御説明いたしますので、

参考資料の３２ページをお開きください。

資料７、議案第８１号関係です。

日並浄水場施設平面図の左下に黒塗り四角

のところに新設の水力発電機室の設置箇所で

あります。

事業概要につきましては、小水力発電設備

として水源等浄水場の落差、２８.７メート

ルを利用いたしまして、発電規模は１５キロ

ワットを予定しております。

発電目的は、電源遮断時の電源確保及び通

常時は全量自家消費し浄水場電力使用量の低

減を図ります。

事業費は６,８７４万円、財源内訳は道費

が４,３００万円と、一般財源２,５７４万円

で工事の内容は小水力発電機、水力発電機室

及び上屋、発電機制御盤、電線管路、受変電

盤改造、制御盤改造等を行います。

以上、御説明いたしましたのでよろしくお

願いします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

５番早瀨仁志さん。

○５番（早瀨仁志君） この事業につきまし

ては、私どもも経済建設常任委員会で勉強さ

せていただいた部分なのですけれども、当

初、全額補助金でできるというふうに私聞い

ていたものですから、一般財源が２,５００

万円出ているということなので、その辺につ

いてのちょっと説明をお願いしたいなと思い

ます。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 当初、こう

いう形の補助金をするということで、全額補

助で要望するということで、昨年要望した額

の部分につきまして、大変申しわけないので

おわびしなければなりませんけれども、要は

補助対象外だとか、これに関連する単独費で

すね、これについての事業を盛り込まない形

の部分の中で御説明しておりまして、要は全

額要望額補助つきましたけれども、その後、

いろいろな形の部分の補助メニューの部分、

要は災害的な部分の目的も入った中で発電機

の容量だとか、発電機の種類だとか、いろい

ろな形の部分の中で増額するということにな

りました。
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要は、そういう部分では当初、うちがそう

いう形の部分の再生可能エネルギーの部分の

小水力を入れる段階の中の予算計上の精査が

ちょっと甘かったのかというふうに十二分に

も反省しておりますし、その辺の説明、経済

建設常任委員の部分でも含めていろいろ説明

しておりましたけれども、その部分が実施に

かかる段階になってふえたということで大変

申しわけありません。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで質疑を終わり

ます。

これから、議案第８１号平成２５年度美幌

町水道事業会計補正予算（第１号）について

を採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

暫時休憩をいたします。

再開は、５時３０分といたします。

午後 ５時０６分 休憩

────────────────

午後 ５時５６分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎答弁の訂正

○議長（古舘繁夫君） 先ほど、上杉議員の

質疑に対する町長の答弁の内容に一部訂正し

たいとの申し出がありましたので、これを許

します。

町長。

○町長（土谷耕治君） 訂正というより、調

べてみましたところ、上杉議員、御指摘あり

ましたように、この町税条例の一部改正の条

例制定について、還付加算金のことについて

は、平成２４年１０月に全国町村会を初め、

全国知事会、さらには全国市長会、こういう

ところから平成２５年度の税制改正に関する

意見を出しております。

ただ、中身が知事会については還付加算金

の利率の見直し、それから市長会については

還付加算金の見直しについてということで、

特に法人住民税の中間納付の還付にかかるも

のということを言っております。

町村会も同じように市場金利から大きく乖

離したものとなっているので、社会経済情勢

を反映した利率になるよう見直すと、特に法

人住民税の中間納付予定額、これにかかる加

算金については、実態に合わせてくれると。

かなり高い率になっているので、中間納付で

修めていただいたやつを今度、戻すときに高

い利率がついてしまうので、財政負担伴うの

でという、そういう意見書を出しているのは

出しておりました。

それで、これも３党合意に基づくことで今

回、改正されたということになっております

ので、そういった影響があるのではないかと

推測されます。

以上であります。

─────────────────────

◎追加提出案件の概要説明

○議長（古舘繁夫君） 町長から、追加提出

案件の概要説明をしたいとの申し出がありま

すので、発言を許します。

町長。

○町長（土谷耕治君） 追加議案について御

説明を申し上げたいと思います。

条例の改正についてでありますけれども、

議案第８２号美幌町長等の給与等に関する条

例の一部を改正する条例制定について、議案

第８３号美幌町教育委員会教育長の給与及び

勤務時間等に関する条例の一部を改正する条

例制定について、議案第８４号美幌町職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例制定

について及び議案第８５号美幌町一般職の任

期付職員の採用及び給与の特例に関する条例

の一部を改正する条例制定については、国家
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公務員の給与改定及び臨時特例に関する法律

に基づく国家公務員の給与減額支給措置を踏

まえ、平成２５年度における地方公務員の給

与減額措置を講じるよう、総務大臣より要請

を受けたことから、私、副町長、教育長、本

町職員及び一般職の任期付職員の給与につい

て一定額を減額するための改正をしようとす

るものであります。

補正予算について、議案第８６号美幌町一

般会計補正予算（第３号）については、前段

に申し上げました給与等の減額に伴う職員給

与システムプログラム修正委託料の増額補正

を行おうとするものであります。

なお、細部につきましてはそれぞれ説明を

申し上げますので、慎重なる御審議の上、議

決を賜りますようお願いを申し上げます。

以上でございます。

─────────────────────

◎追加日程第４ 議案第８２号

◎追加日程第５ 議案第８３号

◎追加日程第６ 議案第８４号

◎追加日程第７ 議案第８５号

◎追加日程第８ 議案第８６号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第４ 議案

第８２号美幌町長等の給与等に関する条例の

一部を改正する条例制定について、追加日程

第５ 議案第８３号美幌町教育委員会教育長

の給与及び勤務時間等に関する条例の一部を

改正する条例制定について、追加日程第６

議案第８４号美幌町職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例制定について及び追加

日程第７ 議案第８５号美幌町一般職の任期

付職員の採用及び給与の特例に関する条例の

一部を改正する条例制定について並びに追加

日程第８ 議案第８６号平成２５年度美幌町

一般会計補正予算（第３号）については、い

ずれも関連の議案でありますので、一括議題

といたします。

順次、提案者から説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 追加議案の２

ページをお開きいただきたいと思います。

議案第８２号美幌町長等の給与等に関する

条例の一部を改正する条例制定について御説

明を申し上げます。

美幌町長等の給与等に関する条例の一部を

改正する条例を次のように制定しようとする

ということで、改正内容につきましては、追

加でお配りをさせていただきました参考資料

の１ページをお開きいただきたいと思いま

す。

議案第８２号関係であります。

条例名は、美幌町長等の給与等に関する条

例であります。

改正目的でありますが、平成２５年度の地

方公務員給与については、本年１月２４日閣

議決定がされまして、１月２８日付で総務大

臣から国家公務員の給与減額措置を踏まえ、

平成２５年度に限って国に準じた必要な措置

を講じるよう要請されるとともに、７月から

の地方公務員給与引き下げを前提とした改正

地方交付税法が３月２９日に成立されたとこ

ろであります。

今回の要請は、日本の再生に向けて国と地

方が一丸となってあらゆる努力を結集する必

要があるとの認識のもとで、東日本大震災を

踏まえた防災、減災事業に積極的に取り組む

とともに、長引く景気低迷を受けて地域経済

の活性化が喫緊の課題で、さらには今後の消

費税増税の国民の理解を得るために、公務員

が先頭に立って会より初めよの精神で、さら

なる行財政改革に取り組む姿勢を示すことが

重要との認識から、条例の一部を今回、改正

するものであります。

改正内容でありますけれども、給与減額支

給措置のまず期間を平成２５年７月から平成

２６年３月までの９カ月間とするというもの

でございます。

給料月額につきましては、現行条例の附則

第１５項で平成２７年４月まで町長にあって

は１００分の１５、副町長にあっては１００

分の８を減ずる規定となっているところ、今

回、さらに現行額に対しまして町長は１００

分の５、副町長は１００分の４を減じ、これ
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により本則に対する減額率を町長は１００分

の１９.２５、副町長は１００分の１１.６８

とするものでございます。

施行日につきましては公布の日からという

ことでございます。

以上、御説明を申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

次に、議案の３ページをお開き願いたいと

思います。

議案第８３号であります。

美幌町教育委員会教育長の給与及び勤務時

間等に関する条例の一部を改正する条例制定

について御説明を申し上げます。

美幌町教育委員会教育長の給与及び勤務時

間等に関する条例の一部を改正する条例を次

のように制定しようとするということで、改

正内容につきましては同じく参考資料で御説

明を申し上げますので、参考資料の３ページ

をお開き願いたいと思います。

議案第８３号関係であります。

改正目的につきましては、先ほどの町長等

の給与等に関する条例の一部を改正する条例

制定と同様でございますので、省略させてい

ただきます。

改正内容ですが、給与減額支給措置の期間

についても同様の内容であります。

給与月額についてですが、現行条例の附則

第１０項で、平成２７年４月分まで１００分

の８を減ずる規定となっているところ、今

回、さらに現行額に対して１００分の３を減

じ、これにより本則に対する減額率を１００

分の１０.７６とするものでございます。

施行日につきましては、公布の日からとい

うことであります。

以上、議案第８３号について御説明を申し

上げました。よろしくお願いいたします。

次、議案の４ページをお開きいただきたい

と思います。

議案第８４号美幌町職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例制定について御説明

申し上げます。

美幌町職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例を次のように制定しようとすると

いうことで、改正内容につきましては参考資

料で御説明いたします。

５ページをお開きいただきたいと思いま

す。

改正目的でありますけれども、議案第８２

号の町長等の給与等に関する条例の一部を改

正する条例と同様であります。

改正内容につきましては、東日本大震災を

踏まえ、また本年３月策定の美幌町地域防災

計画の着実な実行により、災害に強い安心、

安全なまちづくりを進めるために、このたび

の国の要請にもありますように、さらには地

方交付税削減の対応措置として地方財政計画

の歳出に特別枠として計上されました緊急防

災減災事業を実施するに当たり、一般財源所

要額に相当する額を７月から３月までの９カ

月に限定して職員の給与月額から、平均２.

１％減額しようとするものでございます。

給与減額支給措置の期間は先ほどと同じく

７月から９カ月間でございます。

給与月額は、ここに記載のとおり行政職給

与表、あるいは医療職給料表において記載の

等級に応じまして１００分の１.３減、ある

いは１００分の２.３１減という減額措置を

講じるものでございます。

また、手当につきましては時間外勤務手

当、休日勤務手当、夜勤手当につきましては

給料月額等の減額率に応じて算出することと

します。

施行日につきましては、公布の日からとい

うことでございます。

以上で、御説明申し上げました、よろしく

お願いいたします。

次に、議案の６ページであります。

議案第８５号であります。

美幌町一般職の任期付職員の採用及び給与

の特例に関する条例の一部を改正する条例制

定について御説明申し上げます。

美幌町一般職の任期付職員の採用及び給与

の特例に関する条例の一部を改正する条例を

次のように制定しようとするということで、
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改正内容につきましては同じく参考資料で御

説明申し上げますので、８ページをお開き願

いたいと思います。

改正目的は先ほどと全く同様でございま

す。

改正内容につきましては、先ほどの一般職

の議案第８４号美幌町職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例と同様でございま

す。

減額支給措置の期間につきましても、同じ

く７月から９カ月間、給料月額につきまして

は１００分の２.３１を減じるという内容で

ございます。

施行日につきましては、公布の日からとい

うことでございますので、よろしくお願いい

たしたいと思います。

次に、議案の７ページをお開きください。

議案第８６号平成２５年度美幌町一般会計

補正予算（第３号）について御説明申し上げ

ます。

平成２５年度美幌町の一般会計補正予算

（第３号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出

それぞれ６９万９,０００円を追加し、歳入

歳出それぞれ９６億３,４１９万９,０００円

とする。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明を申し上げます。

ページ、１７ページをお開き願いたいと思

います。

歳出でございます。

総務費、一般管理費、一般事務費業務委託

料、職員給与システムプログラム修正委託

料、６９万９,０００円の増額補正でござい

ます。

議案第８２号から８５号で提案しておりま

す給与改定に伴う給与システムプログラムの

修正の委託料の増額でございます。

次に、歳入を御説明しますので、１５ペー

ジにお戻り願いたいと思います。

今回の補正の財源を財政調整基金繰入金に

求めるもので、６９万９,０００円の増額補

正でございます。

このことにより、財政調整基金の年度末残

高は９億７,１７０万４,０００円となる見込

みでございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

議案第８２号美幌町長等の給与等に関する

条例の一部を改正する条例制定について、質

疑を許します。

６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） ちょっと今回、給与

等について数日前に町長等からもいろいろな

意見を述べられまして、僕も美幌町の給与、

もしくは日本全国の給与という部分を若干調

べた中と、総務大臣のこの文書等、今回、美

幌町の２５年度予算について一部町長、もし

くは執行部のほうにお聞きしたいことがあり

ますので、数点ほど御質問します。

まず１点目ですけれども、今回、給与削減

するということになりまして、国家公務員の

ほうが日本の再生のために頑張ると、その中

では地方の活性化を図ることが重要だと、な

おかつ行政改革が必要だという中で、町長か

ら防災等に財源も必要であり、国の要請に応

えたいということをお聞きしましたが、今現

在、日本国家として防災の復興のほうの予算

のほうは相当数未執行であり、また２５年度

に配分した各省庁の予算の一部凍結という流

れで今、自民党の中でもごった返している状

態なのですけれども、そういう背景がある中

で今回の防災だとか、復興だとかという、そ

の総務大臣の文書ありますけれども、現在、

そのようにお金がうまく執行されていないと

いう部分が私はありますので、額面どおりに

この文書でもって私は判断しづらいなと、

よって町長にお聞きしたいのは、地方自治、

自治機能、今後、出てくる地方分権等の中

で、私は国が地方公務員、要する我が町美幌

町の自治機能の中の給与にくぎを刺してくる
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ということに対して町長はどのように判断す

る時期があったのか。

というのは、首長会議だとか、いろいろな

意味で意見交換等もあったはずだと思いま

す。近隣の町村においても給料を下げていな

い町もあります、また自衛隊のある町、遠軽

も削減していないということになりますの

で、一括して国の方針で削減するのでなく、

自治体から手を挙げて削減する形になってい

ますので、なぜそれを選んだのを町長にお聞

きしたいことです。

続きまして、ラスパイレスの指数の話と

なっていますが、美幌町は現在、国家公務員

の給料を下げる前では、２３年では９７.３

と出ていますが、そもそもラスパイレスその

ものの指数、国家公務員の指数は地域給与だ

とか、上級職の給料入っていないという段階

で、この指数そのものが怪しいのではないか

ということが叫ばれております。

その中で、我が美幌町の職員は既に１００

を切っているということが続いています。と

いうことは、数年以上、続いていますので、

今回、９カ月間だけ国家公務員の給料が下

がって、美幌町のラスパイレスが１０５にな

ると言っていますが、今まで我が町の職員は

長い間ラスパイレスが低いままきているとい

うことを考えますと、ラスパイレスについて

の考えが明確でないものですから、再度、説

明願いたいと。

○議長（古舘繁夫君） 松浦議員、一問一答

ということと、最初、町長の給与に関するこ

との質疑、それについて町長答弁しています

ことと、ラスパイレスについては町長の給与

には重ならない部分がありますので、まずは

最初に尋ねられたことについて町長から答弁

ということにしたいと思っております。

（「一括かなと思ったから」と発言する者あ

り）

後でまた、次の議案がありますので。

最初に質疑された内容について、町長、御

答弁お願いします。

松浦議員はちょっと勘違いされているよう

に思うので、ラスパイレスのほうは職員のほ

うの議案がありますよね。この、今の８２号

というのは町長の給与等に関することでござ

いますので。職員の給与はほかの議案があり

ますので、その議案がありますので。

町長。

○町長（土谷耕治君） 総務大臣の書簡もあ

りました、そういう中で会より初めよという

ようなことがありまして、職員給与について

減額をするということなのですけれども、私

は私の立場として率先垂範をして範を示すべ

きだという思いで今回、減額を提案している

ということであります。

国の防災費、減災費、復旧費がどう使われ

ているかについては、それは私がいろいろこ

の場で論ずべきことではないと思いますの

で、私は率先垂範と、職員が下げる以上、私

は率先して下げるという意識表示でありま

す。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） 済みません、さっき

議場のときに一括だということだったので、

質問を一括で考えていたものですから、大変

申しわけありません。

今、町長のほうから私は率先して下げる

と、職員が給与下げるかという下りがあった

のですけれども、職員が給与下げるというの

は職員みずからが下げると言ったのですか。

違いますよね。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今回、条例提案して

いるのは、私が条例提案していますので、そ

ういった意味で職員の給与を下げるというこ

とですから、それに対する率先垂範という意

味であります。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これで、議案第８２号の質疑を終わりま

す。
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議案第８３号美幌町教育委員会教育長の給

与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正

する条例制定について質疑を許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これで、議案第８３号の質疑を終わりま

す。

議案第８４号美幌町職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例制定について質疑を

許します。

６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） 先ほど言ってしまっ

たのですけれども、ラスパイレスについての

見解がどうも理解できないものですから、今

現在、９７.３なのが、国家公務員が下げれ

ば１０５になると、だから美幌町の職員給料

も１０５を切るべきという判断をしたのかな

と思うのですけれども、であれば９カ月後、

国家公務員が１００に戻った場合、もとに

戻った場合、我が町の給料はもとの９７.３

と、ずっと給料差し引かれて、減額の中で将

来の給料構成も数年前に改訂した中で、給料

が上がらない形をとって頑張っている職員が

いる中で、今回、国家公務員が９カ月間だけ

下がることになぜそれに対応しないといけな

いのか。

ですから、ラスパイレスについての見解が

どのようにあるのか、まずお聞きしたいで

す。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） これは職員の給与水

準をはかる物差し、これ今、ラスパイレス指

数しかないのです、これしかないのです。

これに対する異議もいろいろとあると思い

ます。職員の年齢構成によって随分変わる、

そのことによるいろいろなものを言いたいこ

とはたくさんあるのですけれども、今の物差

しこれしか実はないのです。

そのほかにあるとしたら、職員一人当たり

の住民の皆さんの数を、そういう物差しもあ

りますけれども、国は今、このラスパイしか

ないということで、これを根拠にいろいろ比

較してくるわけです。

だから、いろいろなこと、思いもありま

す。年齢構成違ったら当然、上がる、それと

同じような比較はしてほしくないという思い

はありますけれども、今、それ以上の物差し

がないということでありますから、これを使

わざるを得ないということであります。

もちろん、職員の皆さん、本当にここ十数

年で五十数名の職員が減っているという中

で、一方、住民の皆さんのさまざまなニーズ

が多様化して多くなってきているという、そ

れはもう十分わかっています。その中の頑張

りは、私も本当に頑張っていただいているこ

とは十分わかるのですけれども、これは地域

事情も含めて、今回は組合のほうとも交渉し

た中で組合もいろいろと言いたいこともたく

さんおっしゃいましたし、その中で飲み込め

るものは飲み込んでいただいた結果というこ

とで御理解をいただきたいと、そのように思

います。

物差しは今のところ一つしか、地方と国と

の関係でいうと国がこの物差しを出してくる

と、私どもの物差し持っていないわけですか

ら、その物差しに従わざるを得ないというの

が、ラスパイの今の指数の考え方だと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） ラスパイレス指数が

高いか安いかという判断はなかなか国家公務

員については、私は数字がつかめないのでわ

かりませんが、我が美幌町の今回、給与職員

の削減の場合、１,６００万円ほど削減する

と。そうなりますと、当然、町内における購

買力の低下は免れないのかなと、私は町内の

購買力が経済の指数に入ると思いますので、

そうすると総務大臣の言っている日本の再

生、地域の復興にあわないのかなと、であれ

ばあえて給料に踏み切った、要するにイコー

ル、産業界、商業会に購買力の低下を助長し

てしまうのかなと、その辺の判断が私は町長

に再度、もう一度確認をとりたいです。
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それともう１点、質問のパターンがちょっ

とずれたものですから、今回、町長の委員会

での話の中で美幌町の交付税が６,９００万

円ほど影響になると、そのうち３,８１２万

１,０００円が今回、交付税措置から外れる

と、要するに減額になるということを説明受

けましたが、現在、２５年度予算の中におい

て、この３,８００万円が減額になることに

より、予算上、どのようなことが起きるのか

重ねてお願いします。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 職員の購買力も地域

経済を支えるものだと思いますけれども、た

だ役場の職員だけがこの町の購買力を支えて

いるということではないと思います。

松浦議員、一般質問今までずっと聞いてお

りますけれども、やはり民間の力ということ

を随分、松浦議員この場でおっしゃっている

ので、本当に苦しい中でこの町の購買力を支

えているのは多くの町民の皆さんだと思いま

す。その中に職員もいると思いますけれど

も、職員だけがこの町の購買力を支えている

ということではないと思いますので、その辺

は考え方の違いだと言えばそのとおりですけ

れども、僕は多くの町民の皆さんが本当に苦

労した中で、この町でさまざまな日常の使う

用品も含めてこの町で買いながら、そして経

済を支えていただいているものだと、そんな

ふうに思っております。

それから、交付税で削減するというのは、

これははっきりしていますので、いわゆる交

付税算定する際の基準財政需要額の中で１０

万人都市を標準として、標準的にかかる需要

額を策定する中で、さまざまな項目がありま

すけれども、その中で職員給与費は下げてい

るのです。ですから、美幌町でも７,０００

万の影響が出るということは多分、これは間

違いないことだと思います。

逆に、給与費下げてくれという要請の中

で、今まで努力した結果もその部分はインセ

ンティブを働かすと、要するにその部分は

しっかり評価しますというのが三千数百万、

地域づくり、元気づくり推進事業費という形

でこの町に入ってくるということですから、

残り３,８００万円は減額になるというのが

確実だと思います。

国をあわせて防災、減災についてやる事業

が、もしか地域のもので活性化も含めてやる

ということであれば、それについては起債を

使っていいですよと、交付税措置をしますよ

ということの構えをシステムとしてできたと

いうことであります。

予算上のことについては総務部長のほうか

ら答弁をさせていただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 交付税削減に伴

う予算の関係について私のほうから補足をさ

せていただきます。

松浦議員おっしゃるように３,８００万

円、今年度は減額となるところであります

が、これにつきましては当初予算の中では普

通交付税については３７億４,０００万円計

上しております。

ちなみに、昨年度の決算、普通交付税の決

算は３８億９,０００万円でございました。

地方財政計画では、２５年度の見込みとし

て２.２％の減ということで、単純にはいき

ませんが、地方財政計画を重んじてみますと

３８億が美幌町の２５年度の予算ベースにな

るのかなと思いますが、そうするとここで今

の既定予算との地財ベースでの数字の乖離が

６,０００万円ほどございます。まだ６,００

０万円ほど組んでいないわけでありますが、

それと今の３,８００万円減額になるという

ことを対比すると、今の見込みでは予算を割

る、歳入欠陥を交付税で起こり得るというこ

とは考えられないというふうに思っています

し、またさらにこれは今回は単年度のみで考

えるのではなくて、将来的に今回、減額と

なった３,８００万円を国は２５年度の地方

財政計画の特別枠で４,０００億ほど事業費

要確保しているわけなので、これは後年度の

交付税措置を講じるという措置をつくったわ

けなので、これも今回は我が町では積極的に
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利用して、この事業は当然、将来やらなけれ

ばならない事業でありますから、今回、そう

いった措置を有効に利用してその３,８００

万円を後年度で交付税を交付をしていただく

というような措置を講じたということであり

ますので、考え方は２本立てになりますが、

単年ではそういった予算割りは起きない、後

年度で減額分をいただいていくという考え方

で組み立てをしたところでございます。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） 先ほど町長が私はそ

の民間活力だということについては、私、今

でも変わりませんけれども、その中において

我が町、今、商店街もいろいろな産業を見て

も給料も上がらず、商店もどんどん閉鎖して

いくと。どんどん町の若い人の就労先がな

い、高校生の就労先もふえなさいという中

で、その支えになっている大きな給料の財源

というのですか、購買力の支えは私は地方公

務員の給料が相当の支えになっていると思っ

ている形で考えていましたので、決して多く

の町民の購買力が主流じゃないとかというの

ではないです。その中において、一番確定し

て、安定しているお金が公務員の給料だとい

うことで考えたものですから、私は今回の給

料削減について多かれ少なかれ町内に影響が

あると判断しています。

今、総務部長が交付税の説明を受けたので

すけれども、結果的には２５年度の３,８０

０万円の削減が生じても、今年度の２５年執

行予算には影響はない、この部分だけ再度、

確認してよろしいですね。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 影響が全くないかと

いうと、それは影響はあると思いますけれど

も、今回の措置はこれからずっとということ

でなくて、来年の３月までということで、そ

こでの何とか協力と辛抱をしていただきたい

という提案でありますので、これから未来永

劫というか、これから先ずっということでは

ないということだけは御理解をいただきたい

と思っております。

もちろん、職員給与をベースに民間の会社

の給与体系決められるというのような話も聞

きますけれども、民間は今、そういう状況で

はないと思います。そんな中で職員の、私た

ちの職場だけが美幌町の購買力を全部支えて

いる、ほとんど支えている、あるいは半分を

支えているというような状況ではないと私は

そのように思っています。

現に、国家公務員と言われる自衛隊さんは

８００人弱いますから、これらも支えている

ということであれば大きな固まりではないか

なと、そんなふうに思っています。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） 予算の関係の再

質問でございますけれども、予算は今現在も

歳入歳出の収支は合っている、合わせて組ん

でいるところでございますが、今回、削減に

なった部分についても、そのことによって収

支バランスが崩れるということはございませ

ん。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 私は、美幌町職員の

定数削減及び総給与費について３点質問いた

します。

最初に、全国の市町村職員の全国ですが、

市町村職員の削減率は平成１３年対比で平成

２３年度マイナス１５.７％であります。

今回、国は国家公務員に習って地方も人件

費を減らせと言っておりますが、市町村がマ

イナス１５.７％に対して、国家公務員はマ

イナス２.８％であります。ほとんど削減の

努力をしてないが、みずからが削減したとき

には地方も習えと、こういう態度はいかにも

納得がいきません。

そこで、美幌町は国、あるいは全国市町村

と比較して削減が生ぬるいというふうに町民

は思っているかもしれません。

そこで、具体的に職員の削減率、人権費総

額の削減率ではどうなっているかお示しをい

ただきたいと思います。



－ 99 －

○議長（古舘繁夫君） 総務主幹。

○総務主幹（田村圭一君） 美幌町職員の削

減率の御質問にお答えさせていただきます。

まず、職員数でありますが、平成１３年度

職員総数が３３０人であります。対比する平

成２３年度の職員数が２７５人で、５５人の

減ということで削減率でいきますと１６.７

％の減となっております。

総人件費でいきますと、平成１３年度の総

人件費が２９億９,５１０万３,０００円、２

３年度が２２億７,０９４万７,０００円と

なっておりまして、削減の金額でいきますと

７億２,４１５万６,０００円となっておりま

す。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） 総務主幹。

○総務主幹（田村圭一君） 申しわけありま

せん、総人件費の削減率は２３％でありま

す。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 国が２.８％削減、

全国市町村は１５.７％、当町ではマイナス

１６.７％と全国を上回っての削減数になっ

ております。

あわせて、私の計算では総人件費の削減率

はマイナス２４.７％でないかというふうに

は思うのですが、いずれにいたしましても定

数の削減よりもより踏み込んだ人件費の削減

が行われているということを一つは確認いた

します。

そこで、二つ目の質問に入ります。国家公

務員との給与比較は、いつでもラスパイレス

指数、同じであれば１００だということで、

今回、国が削減をいたしましたので、このま

まで言えば確かに１０５ということで、美幌

町は国を上回るということになろうかと思い

ます。

しかし、この間、美幌町は平成１３年以

降、一度でもラスパイレスで１００を上回っ

たことがありますか、確認いたします。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（平井雄二君） ラスパイが１０

０を超えたということは、今までこの１０年

間の中ではありません。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） このことについても

係数は減らすが、残された職員の給与につい

ても国家公務員を上回るようなことは一度も

ないという状況であります。堪え忍んでいる

というのが実態であろうと思います。

そこで、３点目の質問に入ります。

その結果、美幌町の職員１人当たりの人口

でいえば１２７.２人、人件費でいえば職員

１人当たりの人件費は５７３万６,０００円

というふうに承知をしておりますが、この数

値は人口と比較した場合、人口が多い町は当

然、効率も上がるということで、美幌町を大

きく上回る可能性はもちろんありますが、類

似ということになってきますと実態は見えて

くると、このように思います。

人口１人当たりの人数、それから人件費に

ついては道内に主要な町村の中での位置はど

のようになっていますか、お聞きいたしま

す。

○議長（古舘繁夫君） 副町長。

○副町長（染谷良君） 美幌町の職員１人当

たりの人口比、大江議員が今、御指摘のとお

りでございます。

人口が多いほど、この割合は多くなってご

ざいます。ちなみに全道の１番、札幌市が本

当は１番人口が多いのですが、ここよりも北

斗市、七飯町、音更町、江別市が１番から４

番を占めているということで、これは恐らく

ベットタウンの要素が高いということで、こ

ういう結果になっているのではないかと。美

幌町は２２番目に位置してございます。

それから、町村だけで見るとどうかという

ことでありますが、美幌町は４番目に位置し

ているということでございますが、これは

ずっと以前から同じデータをとっております

が、大体このランクで推移をしているという

ことで、大江議員御指摘のとおり、美幌町の

職員１人当たり、極めて多くの人口を受け

持っているということで、これは行革の成果
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であると、私どももこのように認識している

ところでございます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 職員１人当たりの人

口１２７.２人、これを美幌町よりも担当す

る市、あるいは町の人口が多いところは２１

ありますが、美幌町より全て人口が大きいと

いうことで、大きくなるのは当たり前と、こ

んな状況になっておりまして、職員１人当た

りの肩に掛かる業務量というのは容易に想像

ができるという状況であります。

三つの確認をさせていただきましたが、美

幌町の職員の行革というのは全国どこと比べ

ても決して生ぬるいものではないという状況

にあることは確認をさせていただいて、これ

以上の質疑はたしません。

○議長（古舘繁夫君） ほかに、質疑ありま

せんか。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 私も議案第８４号の

部分について何点か質問したいと思いますけ

れども、今、大江議員からお話があったよう

に美幌町は管内全道に先駆けて職員の給与の

見直し、あるいは定数削減に取り組んでいる

のは、今の答弁からも十分、私も理解してお

ります。

今回の措置はそういった意味では職員に

とっては苦渋の受け入れではなかったのかな

というふうに私も受けとめておりますし、役

場という大きな組織を円滑に運営していくた

めには何より職員が生き生きと町民のために

精を出すということが私は必要なのだろうと

思います。

そういった待遇が一つの給与という形で成

果で評価されるというようなことが基本にあ

ると思います。

そういったためには、職員の仕事のやりが

いを高めるために普段から職員への町長の働

きかけだとか、職員がやはりいろいろな努力

をしていることに対して、やはり褒める言葉

というのですか、そういったようなことは私

は必要ではないのかなと、ともすれば私も職

員でしたから仕事でミスったり失敗すること

がたくさんありましたけれども、そして失敗

したときだけに厳しい叱責だけではなくて、

やはりこういう厳しい状況の中で職員がやは

り英断持ってそういう削減ということを受け

入れたわけですから、やはりそういう頑張り

に対するそういう励ましの言葉、そういった

ようなことが職員のやる気を起こすことにな

ると思いますが、今回の職員との話し合いを

通じて町長はどういうふうに考えられている

のか、考え方を教えてください。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今回、職員を代表す

る組合が苦渋の受け入れをされたということ

ですけれども、私どもも提案する上で先ほど

来、出ているように職員の数であるとか、総

人件費の問題であるとか、１人当たりの受け

持つ住民の皆さんの数とか含めて、やはり職

員の皆さんには本当に一生懸命やっていただ

いておりますし、そういった評価はしながら

私もある面、苦情の決断をさせていただいた

ということであります。

それで、我々の組織はやはり組織的な活動

をしなければいけないということであります

ので、組織規律ももとよりですけれども、組

織として生き生きと働く、生き生きと機能す

るということは極めて重要だと思いますの

で、褒め言葉といいますか、職員を評価して

いることをやはりもうちょっと表に出すとい

うことも反省として残っていると思いますの

で、それについては今後、私なりに受けとめ

ていきたいと、そのように思っております。

○議長（古舘繁夫君） ４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） 町長、まさに今、職

員のそういうやる気を起こさせるためにとい

うことでの反省も含めて答弁ありましたけれ

ども、ぜひやはりそのためには普段からきめ

細かな職員といろいろな形で接して、みずか

ら、町長が声をかけると、そういう中で職員

と町長の信頼関係をしっかりつくり上げる中

で、力を合わせて行政運営できる、そういう

体制づくりを私はなお一層町長に努力をして
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もらいたいと。

それから、最後になりますけれども、今回

の措置について私もやはり地方のいわゆる自

主財源である地方交付税を国がいろいろな形

で調整の面として使って、自主的に削減をす

るということに対しては、以前も所管の委員

会で申し上げましたが、今後、こういったよ

うなことが引き続いて起こらないようにする

ためにも、やはり美幌町のトップとして全国

の町村会を初め、いろいろな機会を通じて国

のやはりこういった理不尽な対応に対して断

固反対措置をすると、そういう強い取り組み

を今まで以上にしていただく、そういう決意

がおありなのかどうかをお聞かせいただきた

いと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 私も若いころから学

んだことでは、地方交付税は地方固有の財源

であると、要するに我々の財源、たまたま国

が交付税を集めて、それを配分するというこ

とをやっていますけれども、権限は我々にあ

りと思っていますので、そういうことを今ま

で言ってきたつもりでおりますけれども、な

お、足りない部分については引き続きそうい

う声を上げていくという努力をしていきたい

と、そのように思っております。

あくまでも地方交付税は地方の固有の財源

であるということは、決して忘れてはおりま

せん。

納得いかないこともたくさんあります。た

だ、私の立場としては現実的な対応もとらな

ければいけないと、反対だけを表に出して突

き進んでいけない、現実対応をしなければい

けないということもありますので、御理解を

いただきたいと。

いずれにしろ、思いは一つだと思います。

一緒だと思いますので、声を上げる場面では

しっかりと上げていきたいと、そのように

思っております。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、議案第８４

号の質疑を終わります。

議案第８５号美幌町一般職の任期付職員の

採用及び給与の特例に関する条例の一部を改

正する条例制定について質疑を許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これで、議案第８５号の質疑を終わりま

す。

議案第８６号平成２５年度美幌町一般会計

補正予算（第３号）について、質疑を許しま

す。

３番中嶋すみ江さん。

○３番（中嶋すみ江君） ちょっと確認なの

ですけれども、今回の給与改正に伴ってこの

システムのプログラムの改修委託料が６９万

９,０００円かかりますけれども、これまた

もとに、来年の４月に戻すときにはこのシス

テム料はまたかかるのでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 総務主幹。

○総務主幹（田村圭一君） 経費はかかりま

せん。もとに戻す場合も経費はかかりませ

ん。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑ありませ

んか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、議案第８６

号の質疑を終わります。

これから、討論を行います。

議案第８２号美幌町長等の給与等に関する

条例の一部を改正する条例制定について、討

論に入ります。

まず、本案に反対する方の発言を許しま

す。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君）〔登壇〕 議案第８２

号美幌町長等の給与等に関する条例の一部を

改正する条例制定について、反対の立場で討

論いたします。

議案第８２号は、町長及び副町長の給与を
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それぞれ５％及び４％分を本年７月から来年

３月末まで９カ月間削減するものでありま

す。

改正の目的は、改正内容に記されておりま

すとおり、国家公務員の給与減額支給措置を

踏まえて、平成２５年度における地方公務員

の給与減額措置を講じるようにとの総務大臣

の要請に基づくものであります。

美幌町長、副町長の給与は、町財政の状況

を踏まえて、町長みずからの判断で既に本則

給料月額を１５％及び８％減額しておりまし

て、今回、国家公務員給与の削減をもって特

別職といえども削減しなければならないとい

う理由は存在いたしません。

政府が本年１月、この１０年余りの国をは

るかに上回る地方の行財政改革の努力を一切

適切に評価することなく、国家公務員の給与

減額支給措置に準じて地方公務員の給与の削

減を求めるとともに、それを反映して地方交

付税を削減いたしました。

全国町村会や町村議会議長会を初め、地方

６団体が一致して抗議声明を発しました。

当美幌町議会もこの３月議会で全会一致で

国に対し抗議の意見書を提出したものであり

ます。国が地方公務員の給与削減を強制する

ことは、地方自治の根幹にかかわる問題であ

り、ましてや地方交付税を国の政策目的達成

の手段として使うことは断じて行うべきもの

ではありません。

このような利用から、今回、国の要請にも

かかわらずオホーツク管内、全道、全国でも

多数の自治体で給与削減を行っていないもの

でもあります。

美幌町の総人件費削減について申し上げれ

ば、国家公務員の削減がこの間、２.５％に

対して全国の市区町村の１５.７％削減に対

して定数で１６.７％、人権費総額で２４％

に上るものであり、全国市町村の削減をも大

きく上回る水準であるということも申し上げ

ておきたいと思います。

私は、議案第８２号及び時間の省略で８３

号の教育長給与、８４号教職員給与、８５号

の任期付職員の給与についても根本的理由は

同趣旨であり、反対であるということを申し

上げて、反対討論といたします。

○議長（古舘繁夫君） 次に、本案に賛成の

発言を許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ほかに討論はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、議案第８２

号の討論を終わります。

これから、討論を行います。

議案第８３号美幌町教育委員会教育長の給

与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正

する条例制定について、討論に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、議案第８３

号の討論を終わります。

議案第８４号美幌町職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例制定について、討論

に入ります。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、議案第８４

号の討論を終わります。

議案第８５号美幌町一般職の任期付き職員

の採用及び給与の特例に関する条例の一部を

改正する条例制定について、討論に入りま

す。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、議案第８５

号の討論を終わります。

議案第８６号平成２５年度美幌町一般会計

補正予算（第３号）について討論に入りま

す。

討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、議案第８６

号の討論を終わります。
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議案第８２号美幌町長等の給与等に関する

条例の一部を改正する条例制定についてを採

決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

議案第８３号美幌町教育委員会教育長の給

与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正

する条例制定についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

議案第８４号美幌町職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例制定についてを採決

します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

議案第８５号美幌町一般職の任期付職員の

採用及び給与の特例に関する条例の一部を改

正する条例制定についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

議案第８６号平成２５年度美幌町一般会計

補正予算（第３号）についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎追加日程第９ 発議第１号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第９ 発議

第１号美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部を改正する条例制定

についてを議題といたします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

１０番吉住博幸さん。

○１０番（吉住博幸君）〔登壇〕 発議第１

号美幌町議会議員の議員報酬及び費用弁償等

に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて、提案理由の説明をいたします。

本件は、国家公務員の給与改定及び臨時特

例に関する法律に基づく国家公務員の給与減

額支給措置を踏まえ、平成２５年度における

地方公務員の給与減額措置を講ずるよう、総

務大臣より要請がある中、議員については各

議会において判断することが求められてお

り、美幌町の議員報酬については過去におい

て年額で約２７万円減額していることなども

かんがみて、今回、本年７月から来年３月ま

で９カ月間、月額２％を減額することとし、

改正するものであります。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これで、質疑を終わります。

これから、討論を行います。

まず、本案に反対する方の発言を許しま

す。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 発議第１号美幌町議

会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
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例の一部を改正する条例制定について、反対

の立場で討論いたします。

先ほど申し上げましたが、美幌町の人件費

総額の削減努力は、平成１３年以来、１０年

余りで２４％にもおよび、国の削減率と比べ

て、まさに多大であります。

一方、町議会議員におきましては、同じ期

間で定数を３０％削減し、さらに３年前、議

会みずからの判断で期末手当を年額２７万円

引き下げておりまして、美幌町の職員給与の

給与総額の削減努力をも大きく上回る状況に

あります。

その結果、道内類似町議会議員の報酬支給

額はもとより、人口規模を同じくする市議会

議員の報酬、支給額と比較をいたしますと大

きく溝を開けられる状況にありまして、あえ

て、今の報酬水準を引き下げる理由は全くあ

りません。

ましてや、議案第８２号の反対討論で申し

上げましたとおり、今回の議員報酬引き下げ

の理由は、この１０年余りの国をはるかに上

回る地方の行財政改革の努力を適切に評価す

ることなく、国家公務員の給与減額支給措置

に準じて、地方公務員の給与の削減を求め、

それを根拠にした地方交付税削減、ここに根

拠を置くものでありまして、本年３月、私ど

も美幌町議会が政府に対して抗議の意見書を

全会一致で提出いたしました行為にも相反す

るものであります。

よって、今回の費用、報酬引き下げについ

ては反対いたします。

○議長（古舘繁夫君） 次に、本案に賛成の

方の発言を許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ほかに討論はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、討論を終わ

ります。

これから、発議第１号美幌町議会議員の議

員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を

改正する条例制定についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎追加日程第１０ 意見書案第５号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１０ 意

見書案第５号不採算地区病院の適用要件の改

正に伴う特別交付税の見直しに関する意見書

についてを議題とします。

これから、本意見書案について、直ちに採

決します。

お諮りします。

本意見書案については、原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本意見書案は、原案のとおり

可決されました。

ただいま可決されました意見書は、議長に

おいて別紙記載の提出先に提出することとい

たします。

─────────────────────

◎追加日程第１１ 報告第５号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１１ 報

告第５号平成２４年度美幌町一般会計予算繰

越明許費繰越計算書について、お手元に配付

しているとおりの報告書の提出がありました

ので、お聞きすることがあれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第５号平成２４年度美幌町一般会

計予算繰越明許費繰越計算書については、こ

れで終わります。

─────────────────────

◎追加日程第１２ 報告第６号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１２ 報

告第６号財団法人美幌みどりの村振興公社の
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経営状況報告について、お手元に配付してい

るとおり報告書の提出がありましたので、お

聞きすることがあれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第６号財団法人美幌みどりの村振

興公社の経営状況報告については、これで終

わります。

─────────────────────

◎追加日程第１３ 報告第７号

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１３ 報

告第７号例月出納検査報告について、２月か

ら４月分、お手元に配付しているとおり、報

告書の提出がありましたので、お聞きするこ

とがあれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第７号例月出納検査報告につい

て、２月から４月分については、これで終わ

ります。

─────────────────────

◎追加日程第１４ 議員の派遣について

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１４ 議

員の派遣についてを議題といたします。

お諮りします。

議員の派遣については、お手元に配付して

いるとおり、申し出がありましたので、これ

を承認することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本件は、派遣することに決定

しました。

─────────────────────

◎追加日程第１５ 閉会中の継続調査に

ついて

○議長（古舘繁夫君） 追加日程第１５ 閉

会中の継続調査について、各委員会からお手

元に配付しているとおり、申し出があります

ので、これを承認することに御異議ありませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、各委員会の申し出のとおり承

認することに決定しました。

─────────────────────

◎閉会の議決

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

本定例会に付議されました案件は、全て終

了しました。

したがって、会議規則第７条の規定によ

り、本日で閉会したいと思いますが、これに

御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

お諮りします。

したがって、本定例会は、本日で閉会する

ことに決定いたしました。

─────────────────────

◎閉会宣告

○議長（古舘繁夫君） 会議を閉じます。

これで、平成２５年第３回美幌町議会定例

会を閉会します。

午後 ７時１３分 閉会
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